
縮
要
件
の
緩
和
を
求
め
た
。

協
会
は
、
現
場
で
起
き
て
い

る
問
題
の
改
善
を
行
政
に
求
め

て
い
く
。
今
後
も
不
合
理
な
こ

と
や
国
民
に
対
し
歯
科
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
改
善
が
必
要

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
協
会
に
ご

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

少
し
前
に
な

る
が
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
優
勝

に
よ
り
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
幕

を
閉
じ
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
続
く
中
で
行

わ
れ
た
が
、
戦
い
の
意
味
で
は

一
緒
で
も
無
論
、「
戦
争
」
や

「
侵
略
」
と
は
異
な
る
。
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
で
も
相
手
を
敬
い
、

勝
ち
負
け
が
付
こ
う
と
も
ホ
イ

ッ
ス
ル
が
鳴
れ
ば
ノ
ー
サ
イ
ド

だ
▼
争
い
は
そ
う
は
い
か
な

い
。勝
ち
負
け
が
付
い
て
も
、

必
ず
互
い
に
禍
根
を
残
し
、
次

の
戦
い
の
火
種
と
な
り
う
る
。

自
ら
の
正
義
を
振
り
か
ざ
し
、

た
と
え
相
手
が
軍
門
に
下
ろ
う

と
も
、
ノ
ー
サ
イ
ド
で
は
済
ま

な
い
。
平
和
条
約
が
そ
の
両
国

間
で
結
ば
れ
て
も
だ
▼
我
々
は

予
断
を
許
さ
ぬ
コ
ロ
ナ
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
、
あ
る
い
は
中

国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
と
い
う

権
威
主
義
体
制
の
国
々
へ
の
脅

威
と
対
峙
し
、
急
激
な
物
価
上

昇
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
。
こ

れ
ら
の〝
戦
い
〞に
日
本
国
民
は

も
う
疲
弊
し
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
▼
タ
レ
ン
ト
の
森
田

一
義
氏
が
、
今
の
情
勢
を「
新

し
い
戦
前
」と
表
現
し
た
ら
し

い
が
、
す
で
に
我
々
は
戦
前
で

神
経
を
す
り
減
ら
し
て
い
る
。

医
療
者
と
し
て
、
そ
の
前
に
、

何
と
か
コ
ロ
ナ
と
の〝
闘
い
〞だ

け
で
も
終
わ
ら
せ
た
い
。（
Ｆ
）

協
会
は
昨
年
12
月
28
日
、
厚

生
労
働
省
へ
診
療
報
酬
に
関
す

現
行
の
保
険
証
廃
止

「
反
対
」
の
声
６
割
超

実態調査

協
会
は
、
昨
年
10
月
か
ら
11

月
20
日
ま
で
「
保
険
証
廃
止
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し

た
。
全
国
集
計
で
は
8
７
０
７

件
の
回
答
が
あ
り
、
医
科
診
療

所
60
％
、
歯
科
診
療
所
31
％
、

病
院
５
％
が
回
答
し
、
24
年
秋

に
保
険
証
廃
止
を
目
指
す
政
府

方
針
に
つ
い
て
、
65
％
が
保
険

証
廃
止
に
反
対
で
、
賛
成
は
わ

ず
か
８
％
と
な
っ
た
。

保
険
証
廃
止
に
よ
る
影
響

・
危
惧
に
８
割

　
保
険
証
廃
止
に
よ
る
医
療
現

場
や
患
者
へ
の
影
響
・
危
惧
に

つ
い
て
は
、
82
％
が
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
に
不
慣
れ

な
患
者
へ
の
窓
口
応
対
の
増

加
」、
75
％
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
携
帯
・
持
参
が
困

難
な
患
者
（
単
身
高
齢
者
等
）

へ
の
対
応
」、
74
％
が
「
シ
ス

テ
ム
不
具
合
時
に
診
療
継
続
が

困
難
と
な
る
」
と
回
答
し
た
。

全
国
の
医
師
・
歯
科
医
師
か
ら

３
０
７
９
件
の
自
由
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が

保
険
証
廃
止
に
よ
る
医
療
現
場

や
患
者
に
混
乱
と
困
難
を
も
た

ら
す
と
の
懸
念
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
運
用
を
開
始
し
て
い

る
会
員
へ
の
質
問
に
つ
い
て

は
、
ト
ラ
ブ
ル
・
不
具
合
が
あ

っ
た
と
の
回
答
が
41
％
で
、
具

体
的
な
ト
ラ
ブ
ル
理
由
は
「
有

効
な
保
険
証
が
無
効
と
な
っ

た
」
が
62
％
、「
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
不
具
合
」
が
41
％
と
続

い
て
い
る
。
さ
ら
に
導
入
コ
ス

ト
補
助
金
額
を
上
回
っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
45
％
が
「
補
助
金

２
０
２
2
年
12
月
28
日
、
協

会
は
厚
生
労
働
省
に
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム（
以
下
、

「
オ
ン
資
」）
の
導
入
義
務
化

に
関
す
る
要
請
を
行
っ
た
。

期
日
ま
で
に
対
応
で
き
な
い
医

療
機
関
が
あ
る
等
を
説
明

要
請
内
容
は
①
オ
ン

資
の
導
入
の
義
務
化
は

撤
回
す
る
こ
と
、
②
オ

ン
資
導
入
に
関
わ
る
補

助
金
の
補
助
率
増
の
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
―

の
２
点
。
ま
た
、
同
年

12
月
23
日
に
出
さ
れ
た

導
入
の
経
過
措
置
に
つ

い
て
具
体
的
な
質
問
を

出
し
た
。
こ
の
う
ち
、

①
に
つ
い
て
厚
労
省

は
、「
オ
ン
資
は
医
療
Ｄ

Ｘ
の
基
盤
と
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
期
日
ま

で
に
対
応
で
き
な
い
医

療
機
関
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
経
過
措
置

を
設
け
た
。
患
者
の
メ

リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
、
対

応
を
し
て
ほ
し
い
」
と

回
答
し
た
。
ま
た
②
に
つ
い
て

は
「
22
年
６
月
か
ら
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
続
け
て
き
た
。
導
入
の
加

速
の
た
め
に
補
助
率
を
上
げ
た

経
緯
な
ど
も
あ
る
た
め
、
１
月

以
降
は
通
常
の
補
助
率
で
行
く

こ
と
に
な
る
」
と
の
回
答
が
あ

っ
た
。

他
に
、「
経
過
措
置
の
詳
細

が
１
月
に
出
た
後
に
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
い
と
い
う
医
療
機
関

は
、
発
送
前
で
あ
れ
ば
キ

ャ
ン
セ
ル
対
応
が
可
能
。

す
で
に
届
い
て
い
る
医
療

機
関
に
つ
い
て
は
、
他
医

療
機
関
へ
の
譲
渡
で
あ
れ

ば
、
特
に
金
銭
関
係
は
発

生
し
な
い
」「
補
助
金
の

要
件
で
あ
る
「
２
月
末
ま

で
の
契
約
」
に
つ
い
て
は

口
頭
で
も
構
わ
な
い
が
、

補
助
金
の
申
請
時
に
は
２

月
末
ま
で
に
契
約
し
た
こ

と
が
わ
か
る
何
ら
か
の
書

面
を
出
し
て
も
ら
う
」

「
紙
レ
セ
プ
ト
で
請
求
し

て
い
る
医
療
機
関
が
継
続

し
て
診
療
を
行
う
た
め
に

資
格
確
認
の
み
を
行
う
簡

素
な
仕
組
み
を
創
設
す

る
」
な
ど
の
回
答
が
あ
っ

た
。協

会
か
ら
は
会
員
か
ら

届
い
て
い
る
不
安
の
声
に
加

え
、
オ
ン
資
は
歯
科
医
療
機
関

で
の
メ
リ
ッ
ト
が
ほ
ぼ
な
い
こ

と
、
義
務
化
が
ハ
ー
ド
ル
に
な

現場の声を担当者へ

オン資システムの原則「義務化」オン資システムの原則「義務化」

撤回を厚労省に要請撤回を厚労省に要請

News　View

チ
タ
ン
冠
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
な
ど

診
療
報
酬
適
用
拡
大
を
要
望

る
要
望
を
行
っ
た
。
厚
生
労
働

省
側
は
、
保
険
局
医
療
課
の
奥

田
章
子
課
長
補
佐
、
星
真
奈
実

主
査
が
対
応
し
た
。

歯
科
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合

金
の
保
険
償
還
価
格
が
市
場
価

格
を
下
回
る
問
題
を
背
景
に
、

昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
レ
ジ
ン
前
装
チ
タ
ン
冠
の
保

険
収
載
な
ど
代
替
金
属
の
保
険

収
載
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
①
チ
タ
ン
冠
は
鋳
造
に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
た
前
歯
ま
た
は

大
臼
歯
部
の
単
冠
の
み
、
②
大

臼
歯
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

は
、
歯
科
用
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

が
な
い
患
者
に
お
い
て
は
第
二

大
臼
歯
が
全
て
残
存
し
て
い
る

場
合
の
第
一
大
臼
歯
の
み
、
と

対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
協

会
で
は
、
保
険
適
用
の
拡
大
を

推
進
す
る
視
点
か
ら
、
チ
タ
ン

お
よ
び
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の

適
用
拡
大
を
求
め
た
。

ま
た
、
疾
病
構
造
の
変
化
か

ら
重
症
化
予
防
が
益
々
重
要
に

な
っ
て
い
る
が
、
１
初
診
１
回

限
り
と
な
っ
て
い
る
診
療
報
酬

の
再
算
定
に
つ
い
て
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

３
月
１
回
と
な
っ
て
い
る
歯
周

病
重
症
化
予
防
治
療
お
よ
び
歯

周
病
安
定
期
治
療
の
短
縮
要
件

の
緩
和
を
求
め
る
意
見
も
出
て

い
る
。
そ
こ
で
、
再
算
定
の
取

り
扱
い
の
明
確
化
お
よ
び
歯
周

病
重
症
化
予
防
治
療
な
ど
の
短

り
、
閉
院
す
る
診
療
所
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
伝
え
、
担
当
者
か

ら
も
一
定
の
理
解
を
得
た
。

協
会
は
、
引
き
続
き
オ
ン
資

義
務
化
に
つ
い
て
は
撤
回
を
求

め
、
安
心
し
て
診
療
の
で
き
る

環
境
を
国
に
対
し
て
求
め
て
い

く
。

の
範
囲
内
」、
54
％
が
「
補
助

金
を
上
回
っ
た
」
と
回
答
し
、

半
数
を
超
え
る
医
療
機
関
で
シ

ス
テ
ム
導
入
経
費
が
補
助
金
額

を
上
回
り
、
持
ち
出
し
て
い
る

経
費
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

３
月
末
ま
で
に
導
入
で
き

る
か
不
明
が
約
５
割

　
な
お
、
11
月
時
点
で
23
年
３

月
末
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入

で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、「
３

月
末
ま
で
に
導
入
で
き
る
か
不

明
」
が
48
％
と
約
半
数
を
占

め
、
導
入
し
な
い
、
で
き
な
い

理
由
は
「
情
報
漏
洩
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
が
不
安
」「
レ
セ

コ
ン
や
電
子
カ
ル
テ
な
ど
の
改

修
で
多
額
の
費
用
が
発
生
す

る
」「
対
応
で
き
る
ス
タ
ッ
フ

が
い
な
い
、
少
な
い
」「
高
齢

で
数
年
後
に
閉
院
予
定
」
と
な

っ
て
い
る
。（
関
連
記
事
＝
２

面
「
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
」）

研究会・行事のご案内

オンライン資格確認導入に関して
の経過措置
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【
確
定
申
告
に
向
け
た
注
意
点
】
共
済
制
度
の
課
税
関
係
は
、
左

記
の
通
り
で
す
。
各
共
済
制
度
で
生
命
保
険
料
控
除
の
適
用
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
点
な
ど
は
協
会
共
済

部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
．
保
険
医
年
金

▼
掛
金
　
旧
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
ま
た
、
個
人
年
金

保
険
料
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
解
約
一
時
金

掛
金
負
担
者
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
利
息
相
当

分
が
「
一
時
所
得
」
と
な
り
ま
す
。
利
息
相
当
分
と
、
そ
の
年
の

他
の
一
時
所
得
の
対
象
を
合
算
し
た
合
計
が
50
万
円
以
内
の
場
合

は
非
課
税
で
す
が
、
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
50
万
円
を
差
し
引

い
た
残
り
の
２
分
の
１
の
金
額
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
年
金
受
給

１
年
間
に
受
給
し
た
年
金
額
の
う
ち
利
息
に
相
当

す
る
金
額
が
「
雑
所
得
」
と
な
り
、
他
の
所
得
と
合
算
で
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。
保
険
医
年
金
だ
け
の
雑
所
得
が
年
間
25
万
円
を

超
え
る
場
合
は
10
％
の
源
泉
徴
収
さ
れ
た
金
額
で
入
金
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
昨
年
11
月
の
お
支
払
い
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
．
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

▼
拠
出
金
　
税
法
上
の
生
命
保
険
契
約
に
は
当
た
ら
な
い
た

め
、
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
外
で
す
。

▼
給
付
金
　
傷
病
休
業
給
付
金
、
入
院
給
付
金
、
長
期
療
養
給
付

金
、
高
度
障
害
給
付
金(

高
度
障
害
時
の
脱
退
給
付
金
含
む)

は
、
加
入
者
本
人
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
所
得
税
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。
弔
慰
給
付
金
（
死
亡
時
の
脱
退
給
付
金
含
む
）、
脱

退
給
付
金
は
、
一
時
所
得
と
な
り
ま
す
。

※
弔
慰
給
付
金
は
所
定
の
受
取
人
の
一
時
所
得
で
す
。

Ⅲ
．
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

▼
掛
金
　
新
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

Ⅳ
．
第
２
休
業
保
障
制
度
（
団
体
所
得
保
障
）

▼
掛
金
　
新
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

▼
給
付
金
　
所
得
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
】
保
険
医
年
金
は
昨
年
10

月
下
旬
に
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
第
２
休
業
保
障
制
度
は

昨
年
10
月
初
旬
に
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
生
命

保
険
は
昨
年
11
月
下
旬
に
ご
希
望
さ
れ
た
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま

し
た
。
新
た
に
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要
な
方
は
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
保
険
医
年
金
初
回
掛
金
未
納
の
方
へ
】
昨
年
秋
に
保
険
医
年
金

に
新
規
加
入
・
増
口
を
さ
れ
た
方
で
、
昨
年
12
月
26
日
の
初
回
引

落
し
が
で
き
て
い
な
い
先
生
は
、
至
急
、
お
振
込
く
だ
さ
い
。
入

金
が
な
い
場
合
は
、
加
入
不
成
立
と
な
り
ま
す
。

※
新
規
加
入
・
増
口
の
加
入
者
証
発
送
は
２
月
上
旬
予
定
で
す
。

2023 年 1月 30 日現在
「オンライン資格確認」の経過措置について

その他特に困難な事情とは具体的にどういった事情なのか。

　　　厚労省が示している具体的な例として「高齢※でかつ月平均のレセプ
ト　　枚数が 50 枚以下」という事例が示されています。その他にも①～⑥
　　　に同一視できるような状況の場合、該当するとしていますので、年
　　　齢やレセプト枚数に関わらず導入が難しい場合には、個別に届出を
　　　行ってください。
　　　　　　 ※２０２３年 1 月２７日の通知の中で７０歳以上であれば高齢と判断する　

　　　　　　　　と示されており、 ６５歳から６９歳である場合やレセプト枚数が５０数　

　　　　　　　　枚で若干超えている場合については個別で判断するという回答が　　　

　　　　　　　　なされている。

　　　厚労省は契約を締結していることを示す根拠として「発注書」や「契
　　　約書」などの書面を求めるとしています。業者によって書面を発行
　　　していない場合もあるようなので、発行を求めていただくか、オン
　　　ライン資格確認等コールセンターに直接お問い合わせください。　

２月末までに契約締結をすることが補助金の支給要件になっている
が、具体的に契約締結とはどういった状態を指すのかが分からない。

　　　厚労省はオンライン資格確認は導入が前提のため原則キャンセルは受
　　　け付けないとしていますが、受け付ける可能性もありますのでキャン
　　　セルの際はポータルサイトに事情を伝え、キャンセル希望と伝えてく
　　　ださい。

　　　厚労省から１月 27 日に経過措置に関する届出の方法が示されました。     
　　　原則はオンライン上で提出することとされていますが、郵送でも受け
　　　付けています。届出は 23 年３月 31 日までに行う必要があります。詳
　　　細はＱＲコードからご確認ください。ご不明な点は経営管理部までお
　　　問い合わせください。　

経過措置に関する届出はどうすればいいか。

カードリーダーを申し込んでしまったのだが、訪問診療しか行って
いないためカードリーダーは必要ない。キャンセルできるのか。

詳細は下記 WEB サイトよりご覧ください。
https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/

オンライン資格確認に関するお問い合わせ先
オンライン資格確認等コールセンター：0800-0804583（通話無料）
月曜日～金曜日8：00～18：00　土曜日8：00～16：00（いずれも祝日を除く）

オンライン資格確認・医療情報化支援基金関係医療機関等向けポータルサイト

経過措置・届出について
（厚労省ホームページ）
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改正事項 概 要 適用時期等

少額減価償却
資産の取得価
格の必要経費
算入の特例の
改正

取得価額が30万円未満の少額減価償却資産から貸付（主要な業務とし
て行われるものを除く）の用に供した減価償却資産が除外された上、
適用期限が延長されました。

2024年３月
31日まで２
年間適用期
限延長

住宅ローン控
除の改正

住宅ローン控除の適用期限が2025年12月31日まで４年間延長されると
ともに、次の措置が講じられました。

2022年１月
１日以後に
居住の用に
供した場合
に適用

①住宅ローン控除の控除率を0.7％に引下げる。
②2022年１月１日から2023年12月31日までに居住する場合や、省エネ　
　性能等の高い住宅など一定の要件に該当した場合には控除期間を13　
　年（要件に該当しない場合は10年）とし、 住宅ローン控除の対象と　
　なる借入限度額（年末残高の限度額）は住宅の居住時期や住宅の性　
　能毎によって2,000万円～ 5,000万円とする。
③所得要件を3,000万円以下から2,000万円以下に引下げる。
④合計所得金額1,000万円以下の場合、2023年以前に建築確認を受け
　た新築住宅の床面積要件を40㎡以上に緩和する。
⑤既存（中古）住宅の要件について、築年数要件を廃止し、適用要件　
　を耐震基準に適合するものであることに一本化する。確定申告書の　
　添付書類として耐震基準適合証明書が必要（昭和57年１月以降に建　
　てられた住宅であれば耐震基準適合証明書は不要）

スマートフォ
ンを使用した
決済サービス
による納付手
続の創設

スマートフォンを使用した決済サービス（PayPay、d払い、
auPay、LINE Pay、メルカリPay、amazonPayの６つのPay払
い方法）を利用した国税の納付が可能となりました。
※納付上限額30万円

2022年12月
１日から利
用開始

2022年分以後
の業務に係る
雑所得の取り
扱いの改正

その年の前々年分の業務に係る雑所得の収入金額が、

2022年分以
後の確定申
告書を提出
する場合に
適用

①300万円を超える場合は、現預金取引等・領収書等関係書類を５年　
　間保存しなければなりません。
②300万円以下である場合は、確定申告書に特例を受ける旨を記載す　
　ることを要件に、その年において収入した金額、支出した費用の額　
　とすることができます（いわゆる現金主義による収入費用の計上）。
③1,000万円を超える場合は、確定申告書に総収入金額や必要経費の　
　内容を記載した書類（収支内訳書など）の添付が必要となります。

≪業務に係る雑所得の取り扱い≫

　国税庁は2022年10月７日に所得税の基本通達を改定して、その
所得に係る取引を記録した帳簿書類の保存がない場合は収入金額
に関係なく原則として「雑所得に該当する」としました。
（参考）事業所得と業務に係る雑所得等の区分（イメージ）

２月16日（木曜日）から2022年分所得税確定申告の受付が始まります。今回の申告で注意
すべき所得税改正点のうち、主なものは次の通りです（詳細は、以下冊子「保険医の経営と
税務 2023年版」をご参照ください）。

国等から受領した給付金等の取り扱い

※次のような場合には、事業と認められるかどうかは個別判断と
　なります（国税庁資料より）
　①その所得の収入金額が僅少と認められる場合
　②その所得を得る活動に営利性が認められない場合

2022年分 確定申告のポイント

　税理士法人　税制経営研究所　税理士法人　税制経営研究所

収入金額 記帳・帳簿書類
の保存あり 記帳・帳簿書類の保存なし

300万円超

概ね事業所得（注）

概ね業務に係る雑所得

300万円以下
業務に係る雑所得
※資産の譲渡は譲渡所得・
　その他雑所得

区 分 助成金等の種類（例）

事業所得の
雑収入とな
るもの
（消費税は対象外）

・月次支援金
・事業復活支援金
・雇用調整助成金・緊急雇用安定助成金
・小学校休業等対応助成金（支援金）
・感染症感染拡大防止継続支援補助金（無床診療所：　
　上限補助額８万円）
・オンライン資格確認関係補助金（診療所：上限補助　
　額42.9万円）
※収入計上時期は支給決定時です。ただし、経費を補　
　填するために交付を受ける助成金等については、そ　
　の支出が発生した年分の収入とされます。
　　例：令和３年度の経費補填のための助成金が、令　
　　　　和４年３月に振り込まれた場合。
　　　　→令和３年の収入として計上。
※これらの助成金等により固定資産を取得した場合に　
　は、国庫補助金等の総収入金額不算入制度（いわゆ　
　る圧縮記帳）を適用することにより、課税の繰り延
　べをすることができます。

2022 年分の所得税確定申告にあたり、協会顧問税理士による個別相談会を
行います。歯科に精通した税理士と１時間の個別相談が可能です。初めてご
自身で申告される先生や、決算書の書き方、確定申告書の記載について不安
がある先生は、ぜひご参加ください。昨年は、「コロナの支援金の税務の取り
扱いがわからない」「医療機器の減価償却の計算がわからない」「株式配当の
申告について教えてほしい」「e-Tax での措置法利用について」「不動産所得
の申告について」…などの相談が寄せられています。

日　時　２月 16 日（木） 午後１時～５時のうち１時間（先着順） 
講　師　協会顧問税理士 
会　場　東京歯科保険医協会会議室 
定　員　８名（定員になり次第締め切り） 
対象者　会員 
参加費　１,０００円 
予　約　お電話でお申し込みください
　　　　（☎ 03-3205-2999）

２０２２２０２２年分確定申告個別相談会年分確定申告個別相談会冊子「保険医の経営と税務 ２０２３年版」

確定申告はもちろん、日々悩みがちな従業員の税務にも役立つ

２０２３年度の最新の税務対応版を発行　　会員は会員は１１冊無料！冊無料！

冊子『保険医の経営と税務 2023年版』のご案内です。
日常に役立つ「医業所得の計算」「措置法」「スタッフの
税務と給与実務の留意点」など、最新の税務情報にアッ
プデートし、解説しています。さらに、歯科保険医の確
定申告に必要な税務の内容に加え、コロナ関連の助成金
や2023年度税制改正大綱のポイントなども盛り込まれて
います。ぜひご一読ください。
書籍をご希望の方は、右上のQRコードを読み込み、必
要事項とアンケートをご入力のうえ、お申し込みくださ
い。 
※会員に１冊無料でお送りします。２冊目以降は、有料
（１冊1,500円）での販売となります。 
※書籍の到着はお申込後、発送まで１週間程度お時間を
いただいていますので、予めご了承ください。

申し込みフォーム

所 得 税 改 正

注意すべき  「改正点」

東京歯科保険医協会東京歯科保険医協会
FacebookFacebook

https://www.facebook.com/tokyoshikahokeni

新聞に投稿してみませんか？新聞に投稿してみませんか？🖊🖊
　本紙では、会員の先生からの投稿を募集しています。歯科医療に対する考
え、診療のエピソードなど…ご自身の想いをつづってみませんか。
採用分につきましては、編集・校正を経て、本紙面に掲載いたします。
　ご興味のある方は右記QRコードを読み込み、フォームからお
問い合わせいただくか、☎03―3205―2999までお電話ください。
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協会の顧問弁護士が回答いたします。 

日日  時時：：２月 16日（木） 午後 2時～5時 

定定  員員：：３名（相談時間は 1人 1時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
 

無料相談
相談 

 

トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談  

むむ 

fa
c
e
 b
o
o
k

Q　青色事業専従者給与に関する届出は
　　いつ、どこに出せば良いか。

A　青色事業専従者給与を参入する年のA　青色事業専従者給与を参入する年の３３
月15日（その年の月15日（その年の１１月16日以降新たに事業月16日以降新たに事業
を開始した場合、新たに専従者がいることを開始した場合、新たに専従者がいること
となった場合は、その日からとなった場合は、その日から２２カ月以内）カ月以内）
までに、「青色専従者給与に関する届出までに、「青色専従者給与に関する届出
書」を納税地の税務署所長に提出します。書」を納税地の税務署所長に提出します。

Q　青色事業専従者の要件は？

A　要件は、①青色申告者と生計を一にすA　要件は、①青色申告者と生計を一にす
る配偶者その他親族、②その年の12月31日る配偶者その他親族、②その年の12月31日
現在で年齢が15歳以上であること、③その現在で年齢が15歳以上であること、③その
年を通じて年を通じて６６カ月を超える期間その事業にカ月を超える期間その事業に
従事していること―の従事していること―の３３項目です。ただ項目です。ただ
し、次のA、Bのような場合は、その期間し、次のA、Bのような場合は、その期間
のの２２分の分の１１を超える期間に事業に専ら従事を超える期間に事業に専ら従事
すれば構いません。すれば構いません。

A年の途中で開業、廃業などの理由によりA年の途中で開業、廃業などの理由により
　その年を通じて事業が営まれなかった場合　その年を通じて事業が営まれなかった場合
Bその事業に従事する者が婚姻その他の理Bその事業に従事する者が婚姻その他の理
　由によりその年を通じて事業に従事しな　由によりその年を通じて事業に従事しな
　かった場合　かった場合

　なお、高校、大学などの生徒または学　なお、高校、大学などの生徒または学
生、他に職業がある人、老衰その他心身の生、他に職業がある人、老衰その他心身の
障害により事業に従事することができない障害により事業に従事することができない
人などは、基本的に青色事業専従者として人などは、基本的に青色事業専従者として
認められません。認められません。

経営・税務相談Q＆A  No.401

青色事業青色事業

専従者給与専従者給与

Q　配偶者に支払う給与は必要経費として
　   算入して良いか。

A　青色申告者の場合、あらかじめ税務署A　青色申告者の場合、あらかじめ税務署
長に届出をしている範囲で、青色事業専従長に届出をしている範囲で、青色事業専従
者給与として、経費算入することができま者給与として、経費算入することができま
す。青色事業専従者給与の金額についてす。青色事業専従者給与の金額について
は、法的にこの収入ならこの給与額といっは、法的にこの収入ならこの給与額といっ
たものはありません。しかし、税務調査でたものはありません。しかし、税務調査で
金額が高すぎるなどの指摘はされることが金額が高すぎるなどの指摘はされることが
あります。一方、国税通則法の改正によあります。一方、国税通則法の改正によ
り、調査官が税務調査での更正や修正申告り、調査官が税務調査での更正や修正申告
を求める場合は、申告者に明確な理由を説を求める場合は、申告者に明確な理由を説
明する義務が課せられ、曖昧な根拠での更明する義務が課せられ、曖昧な根拠での更
正などはできなくなりました。正などはできなくなりました。
　ただし、調査官に対しては金額の根拠を　ただし、調査官に対しては金額の根拠を
説明しなければならないため、一般事務の説明しなければならないため、一般事務の
管理、金銭管理、従業員管理、資格の有無管理、金銭管理、従業員管理、資格の有無
等、給与額の合理的根拠の説明ができるよ等、給与額の合理的根拠の説明ができるよ
うにしておくことが大切です。なお、生計うにしておくことが大切です。なお、生計
を別にする親族については通常の給与としを別にする親族については通常の給与とし
て扱います。て扱います。

Q　白色申告であるが、配偶者への給与は
　   認められないのか。

A　白色申告者でも事業専従者控除が存在A　白色申告者でも事業専従者控除が存在
します。白色申告者の営む事業に従事するします。白色申告者の営む事業に従事する
事業専従者がいる時は、各事業専従者につ事業専従者がいる時は、各事業専従者につ
き、次の①および②の金額のうちいずれかき、次の①および②の金額のうちいずれか
低い金額が、事業専従者控除額として必要低い金額が、事業専従者控除額として必要
経費とみなされます。経費とみなされます。

①院長の配偶者は86万円。配偶者以外の①院長の配偶者は86万円。配偶者以外の
　事業専従者は50万円　事業専従者は50万円
②②（医業所得、不動産所得の金額）÷（事業専従者（医業所得、不動産所得の金額）÷（事業専従者
　 の数＋１）　 の数＋１）

　なお、事業専従者控除額は、その事業専　なお、事業専従者控除額は、その事業専
従者の給与収入とみなされます。従者の給与収入とみなされます。

　以上のような専従者給与の把握や確定申
告は、税務調査などでも指摘されやすい項
目です。協会では保険医療機関の確定申告
や税務の手続きに特化した『保険医の経営
と税務 2023年版』を会員１名につき１冊無
料でお送りしています。
　医院経営に役立つ内容が満載ですので、
ご希望の先生は本紙３面のQRコードより
お申し込みください。

給与の金額などを変更する場合は、遅滞な給与の金額などを変更する場合は、遅滞な
く、変更届出書を提出してください。く、変更届出書を提出してください。

　毎年恒例の当協会と東京保険医協会、千葉県保険医協会の３協会による医科
歯科連携研究会を今年も開催します。今回のテーマは、「糖尿病と歯周病」に関
する医科歯科連携です。ぜひ、ご参加ください。なお、各講師からの詳細な抄録
は、予約フォーム等をご覧ください。 

◆医科（講師：加藤 光敏 氏） 
「糖尿病治療概念の進歩：歯科受診に対する患者さんの意識の実態を含めて」
当院の糖尿病患者 100 人の唾液で、ペリオスクリーンを用いて潜血反応陽性者を
抽出し、歯周病専門医を中心に医科歯科連携を行い、歯科での治療効果を歯科
医院からの診断および歯周病治療報告書を得た結果を紹介しながら、医科歯科
連携の推進のために何をすればいいのかを一緒に考えられればと思います。 
◆歯科（講師：三辺 正人 氏） 
「歯周病と全身の関係～歯周病関連検査の必要性と有用性～」 
歯周病と主に糖尿病関連疾患との深い関係と、それを診療に活かすための歯周
病検査、そして医科歯科連携の診療の重要性について皆さんと理解を深められれ
ばと思います。

日　時　３月５日（日）午後２時 30 分～４時 
講　師　加藤 光敏 氏（加藤内科クリニック 院長／糖尿病専門医） 
　　　　三辺 正人 氏（文教通り歯科クリニック 院長／歯周病専門医） 
会　場　Zoomウェビナー、東京保険医協会セミナールーム 
  　　　　 　（新宿区西新宿３－２－７KDX新宿ビル４階） 
交　通　JR各線「新宿駅」（南口）より徒歩９分 
　　　　都営大江戸線「都庁前駅」（A３出口）より徒歩７分 
　　　　都営新宿線 「新宿駅」（６番出口）より徒歩４分 
　　　　小田急線・京王線 「新宿駅」（西口）より徒歩 15 分 
定　員　Zoomウェビナー：500 名＋会場：30 名 
参加費　無料 
予　約　QRコードからお申し込みください。 
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

医科歯科連携研究会医科歯科連携研究会 20222022
糖尿病と歯周病からみる医科歯科連携の重要性と診療への活かし方

～医科と歯科の立場から～

予約フォーム

協会主催の講習会を動画配信しているほか、保険・協会主催の講習会を動画配信しているほか、保険・
症例解説などをご覧になれます。協会会員は無料症例解説などをご覧になれます。協会会員は無料
でご利用いただけます！ご登録がまだの方は、下でご利用いただけます！ご登録がまだの方は、下
記QRコードよ記QRコードよりり新規登録してください。新規登録してください。

新
規
会
員

登
録
ペ
ー
ジ
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事のご案内研究会・行事のご案内

予約フォーム

　感染拡大のため延期されていた新規個別指導が再開され、今年度はほぼ
毎月実施されています。新規個別指導は、開業から１年半以上経過してから
実施され、治療が長期間の患者が選ばれることも…。 
　新規開業医講習会は、新規開業したばかりの先生方が日常の保険診療の
手順を見直すとともに、来るべき新規個別指導を円滑に進め、クリアするた
めの内容で、「指導前に受けておいてよかった」と好評です。指導通知が届
く前に必ず受講していただきたい講習会です。豊富な相談事例から特に指摘
されやすい事項や保険診療で押さえておきたいルールを中心に、丁寧に解説
します。

日　時　２月 19 日（日）正午～午後５時（予定） 
講　師　協会講師団 
会　場　TAP高田馬場 
 （新宿区高田馬場１－ 31 － 18 高田馬場センタービル３階）
交　通　 JR 山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分 
  東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分 
定　員　50 名 
参加費　１３,０００円 
予　約　QRコードからお申し込みください。

新規開業医講習会新規開業医講習会
～東京の新規個別指導の現状を中心に～

予約フォーム

　1998 年頃から社会問題化され続けた医療過誤、および医療訴訟において、
変化の兆しが現れてきました。医療過誤を理由とする医療訴訟提起数は減少
し、裁判における論点も変化しています。一方で、威圧的な態度をとる患者
さん等とのトラブルが増加しています。そこで、その対応について具体的な
事例を交え解説します。また、2019 年 12 月に厚生労働省から医政局長名で
出された応召義務に関する新たな通知について、患者対応という観点から考
察していきます。 （講師より）

日　時　３月２日（木）午後７時～９時（予定） 
講　師　林田 丞太 氏（神奈川歯科大学総合教育部 教授） 
会　場　Zoomウェビナー、東京歯科保険医協会会議室 
定　員　Zoomウェビナー＋協会会議室：18 名（先着順） 
対象者　会員とそのスタッフ 
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１,０００円） 
予　約　QRコードからお申し込みください。 
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

医 事相談研究会医 事相談研究会
最近の医療訴訟、 医療トラブルについて

　口腔機能低下の状態は、放置すると要介護や死亡リスクが高まるといわ
れ、積極的な介入が求められます。一方で、これらの状態が生じたら、要介
護状態に近づいたとも受け取れます。そうであるならば、思い切って要介護
になることを想定した口腔管理に舵を切るのはどうでしょうか？今後、歯科
疾患の発症や重症化が加速することが予想されるため、メインテナンス間隔
を短くすべきであるし、抜歯を必要とする歯はなるべく早く抜歯をしたほう
が良いのです。 
　なぜなら、次、その患者さんに会う時は枕元（訪問診療）かもしれないか
ら。このように考えると、口腔機能低下の違った景色が見えてくるでしょう。
 （講師より）
日　時　２月 20 日（月）午後７時～９時 
講　師　菊谷 武 氏（日本歯科大学 教授／ 
 　　　　　 口腔リハビリテーション多摩クリニック 院長） 
会　場　Zoomウェビナー、東京歯科保険医協会会議室 
定　員　Zoomウェビナー＋協会会議室：18 名（先着順） 
対象者　会員とそのスタッフ 
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１,０００円）
予　約　QRコードからお申し込みください。 
 ※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

地 域医療研究会地 域医療研究会
「外来と在宅をつなぐ道しるべ」 ～なにをどこまでやって、 訪問診療につなぐのか？～

予約フォーム

予約フォーム

　医学の発展により、平均寿命はもちろん、健康上の問題で日常生活が制
限されることなく生活できる健康寿命も延伸しています。しかし、その中に
はさまざまな合併疾患を治療中の患者も少なくありません。 
　本講演では、その中でも総合医療管理加算（総医）の対象となる糖尿病患
者、HIV患者、骨吸収抑制薬投与中患者、感染性心内膜炎のハイリスク患
者、関節リウマチ患者、抗血栓療法中患者の６疾患に焦点を当て、歯科治療
における注意点や管理方法、医科からの診療情報の活かし方などについて学
んでいきたいと思います。 （講師より）

日　時　２月 16 日（木）午後７時～９時 
講　師　丸岡 豊 氏（国立国際医療研究センター病院 副病院長／ 
 　　　　　 同病院 歯科・口腔外科 診療科長） 
会　場　Zoomウェビナー、東京歯科保険医協会会議室 
 　　　　　　　　  （新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階）
交　通　JR山手線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
定　員　Zoomウェビナー＋協会会議室：18 名（先着順） 
対象者　会員とそのスタッフ 
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１,０００円） 
予　約　QRコードからお申し込みください。 
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

第第３３ 回学術研究会回学術研究会
「いわゆる有病者、 全身疾患を持つ患者をどう診ていくか？」

～健康寿命延伸社会において起こりうるリスクに備えるために～

※会場参加用
予約フォーム

　歯初診の研修の「院内感染防止対策講習会」をZoomウェビナーにて開
催いたします。WEB開催分は、開催日の前月中旬頃より予約を開始しま
す。予約はデンタルブック内で行いますので、参加希望の先生は事前に登録
をお願いします。 
　また、本講習会は視聴後に確認テストを行い、合格した方に修了証をメー
ルにてお送りする予定です。途中参加、途中退室は受講修了とはみなされま
せんのでご注意ください。なお、会場参加希望者はQRコードもしくはお電
話にてお申し込みください。

日　時   ▼WEB開催（時間はいずれも午後７時～８時） 
 第 14 回：２月 17 日（金）（予約受付中） 
 第 16 回：２月 28 日（火）（予約受付中） 
 第 17 回：３月 22 日（水）（２月 17 日予約開始予定） 
 第 19 回：３月 30 日（木）（２月 17 日予約開始予定） 
 ▼会場開催（時間はいずれも午後７時～８時） 
 第 15 回：２月 17 日（金）（予約受付中・残席わずか） 
 第 18 回：３月 22 日（水）（予約受付中） 
 第 20 回：３月 30 日（木）（予約受付中） 
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長） 
会　場　WEB開催：Zoomウェビナー 
 会場開催：東京歯科保険医協会会議室 
形　式　Zoomウェビナー／会場にて録画上映 
定　員　（WEB開催）各回 500 名、（会場開催）各回 20 名 
対象者　会員 
参加費　１, ０００円 
予　約　WEB開催：デンタルブックに登録の上、予約してください。 
  会場開催：QRコードからお申し込みください。 
  　　　　　※お電話でも受付中（☎ 03-3205-2999）。

※WEB参加用
予約フォーム

デンタルブックに登録、
ログイン後、お申し込み
画面にお進みください。

院内感染防止対策講習会院内感染防止対策講習会 ((歯初診の研修歯初診の研修 ))
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表：新しい研修を受講していない場合の点数

23 年３月まで 23 年４月以降

初診料 264点 240 点

再診料 ５６点 ４４点
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お忘れなく！お忘れなく！

　今回は「歯科のデジタル化の今後」をメインテーマに開催します。オンライン
資格確認については、導入時に苦労する点や経過措置の届出方法などを懇談会
開催時点で判明している最新情報で解説。また、本年 10 月から開始されるイン
ボイス制度が歯科医院にどの程度必要なのか、一方で電子帳簿保存法や電子カ
ルテは導入すべきなのか、などタイムリーな内容を中心に懇談します。先生方の
経営上のお悩みを解決しませんか？ 
　ご参加の方には事前アンケートに聞きたい点やお悩みなどをご記入いただきます。今後
出される情報など最新の情勢に応じて内容を変更いたしますので、ぜひご参加ください。

定　員　各回 20 名程度 
対象者　会員本人のみ 
参加費　無料（当日は受付にて会員証をご提示ください） 
予　約　QRコードからお申し込みください。 
　　　　お問い合わせは、協会組織部まで（☎ 03-3205-2999）。

第第 ２２回会員地区懇談会回会員地区懇談会
～歯科のデジタル化はどうなる！？オンライン資格確認の現状と機能の解説や導入後

の問題点。 インボイス制度や電子帳簿保存法の必要性など～ （仮）

日時 会場（住所） 交通

城南地区
懇談会

３月４日（土）
午後６時 30 分～
８時 30 分（予定）

TA Conference（ 品 川
区西五反田７- ９- ５ SG テ
ラス１F）

JR・都営地下鉄「五反田駅」
より徒歩５分、東急池上線「大
崎広小路駅」より徒歩３分

多摩地区
懇談会

３月 11 日（土）
午後６時 30 分～
８時 30 分（予定）

立川市女性総合センター 第
2 学習室（立川市曙町 2 丁
目 36- ２ ファーレ立川セン
タースクエア）

JR各線「立川駅」北口より徒
歩７分、多摩都市モノレール
「立川北駅」国営昭和記念公園
方面出口より徒歩 5分

城東地区
懇談会

３月 18 日（土）
午後６時 30 分～
８時 30 分（予定）

北千住シアター 1010 視聴覚
室（足立区千住３-92 千住ミ
ルディスⅠ番館 11F）

JR・東京メトロ・東武鉄道
「北千住駅」４番出口直結 予約フォーム



（ 6）第６３５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０23年（令和５年）２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

る
状
況
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
処
方
箋
を

受
け
付
け
て
か
ら
仕
事
が
始
ま
る
と
い
う

薬
剤
師
の
受
け
身
の
マ
イ
ン
ド
が
ど
ん
ど

ん
育
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
卒
業
後
、
大
学
院
に
進
み
ま
し
た
が
、

博
士
課
程
1
年
の
時
に
「
薬
学
部
の
全
国

団
体
を
作
る
」
と
い
う
活
動
に
巻
き
込
ま

れ
、
３
年
目
に
代
表
に
な
り
ま
し
た
。
海

外
に
も
行
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
受
け

た
服
薬
指
導
の
際
、
患
者
さ
ん
へ
の
第
一

声
で
「
今
日
は
ど
う
し
ま
し
た
か
」
と
声

か
け
を
し
た
と
こ
ろ
、
指
導
者
か
ら
「
そ

の
対
応
で
は
だ
め
だ
。
な
ぜ
、
患
者
さ
ん

に
自
己
紹
介
し
な
い
の
か
。
足
を
引
き
ず

っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
、『
ど
う
し
ま
し
た

か
』
と
話
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
」
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
ま
だ

そ
の
当
時
の
日
本
の
薬
学
教
育
に
は
、
対

患
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
る
服

薬
指
導
実
習
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　
帰
国
後
に
勤
務
し
た
薬
局
で
は
、
そ
の

経
験
を
教
訓
に
、
業
務
の
中
で
患
者
さ
ん

の
体
調
な
ど
に
寄
り
沿
う
よ
う
意
識
し
て

対
応
し
た
と
こ
ろ
、
私
の
担
当
を
希
望
す

る
患
者
さ
ん
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
診

察
中
、
医
師
に
は
話
せ
な
い
こ
と
を
薬
剤

師
の
私
に
話
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
は
対
患
者
関
係
で
は
大
切
な
こ
と
と

感
じ
、「
良
い
仕
事
が
で
き
た
」「
患
者
さ

ん
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
が
薬
剤
師
の
良

い
と
こ
ろ
」
と
い
う
や
り
が
い
を
実
感
し

ま
し
た
。
し
か
し
薬
局
全
体
で
は
、
私
は

薬
局
内
の
各
窓
口
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
患
者

さ
ん
の
流
れ
を
止
め
て
し
ま
う
存
在
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
気
付
い
た
の
は
、

「
私
が
目
指
す
薬
剤
師
は
、
薬
局
の
利
益

に
は
つ
な
が
ら
な
い
」
こ
と
で
し
た
。

―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
、
世
代
の
違

い
や
リ
テ
ラ
シ
ー
に
も
着
目
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
そ
の
留
意
点
に
つ
い
て
。

　
歯
科
診
療
所
で
先
生
方
が
行
う
口
腔
健

康
管
理
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど
の
説

明
の
際
、
若
い
世
代
の
親
御
さ
ん
た
ち
へ

の
歯
科
知
識
啓
発
が
、
リ
テ
ラ
シ
ー
面
で

ど
の
く
ら
い
理
解
さ
れ
伝
わ
っ
て
い
る
の

か
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
歯
科
医
師
、

大
豆
食
品
に
豊
富
に
含
ま
れ
、
１
日
の
３

食
を
豆
腐
に
し
て
１
週
間
ほ
ど
経
過
す
る

と
イ
ラ
イ
ラ
感
が
な
く
な
り
、
よ
く
眠
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

食
の
こ
と
は
大
事
で
す
。

　
次
に
、
炭
水
化
物
の
「
米
」
に
関
し
て

で
す
が
、
白
米
は
一
定
以
上
摂
取
す
る
と

体
に
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は

米
の
適
量
は
１
日
あ
た
り
ひ
と
口
で
す
。

約
50
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
相
当
し
、
歩
数
で

言
う
と
約
２
千
歩
で
す
。
お
茶
碗
一
杯
は

200
～
250
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
な
の
で
、
既
に
摂

取
量
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
実
は
「
お
い
し
い
」

と
思
っ
て
食
べ
て
い
る
食
べ
物
の
多
く
は
、

適
量
以
上
に
食
べ
過
ぎ
て
い
ま
す
。
美
味

し
さ
を
追
求
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
体
に

必
要
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
を
前
提
と

し
、
そ
れ
を
美
味
し
く
食
べ
る
方
向
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
米
は
私
も
大
好
き
で
す
が
、
嗜
好
品

と
し
て
の
酒
、
タ
バ
コ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
と
同
じ
で
、
体
に
は
悪
い
と
思
い
つ
つ
、

必
要
最
低
限
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が

ら
摂
取
す
る
と
い
う
形
が
理
想
的
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
身
近
で
様
々
な
食
に
関
す

る
情
報
は
、
本
当
は
歯
科
が
発
信
す
べ
き

で
あ
り
、
歯
科
は
も
っ
と
家
庭
内
や
地
域

に
出
て
、
地
域
の
人
た
ち
を
啓
発
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

―
食
に
関
す
る
注
意
点
と
機
能
性
表
示
食

品
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
消
費
者
庁
が
管
轄
し
て
い
る
「
機

能
性
表
示
食
品
」
は
、
企
業
の
責
任
で
届

出
を
し
て
、
受
理
さ
れ
る
と
「
機
能
性
食

品
」
と
表
示
、
発
売
で
き
る
制
度
で
す
。

医
薬
品
に
は
副
作
用
が
あ
る
た
め
使
い
方

が
重
要
で
、
医
師
の
指
導
や
薬
剤
師
の
説

明
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
食
品
は

ベ
ー
ス
が
安
全
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
機
能
性
表
示
食
品
以
外
に
、
保

健
機
能
食
品
、
特
定
保
健
用
食
品
、
特
別

用
途
食
品
、
栄
養
機
能
食
品
の
四
種
類
が

あ
り
ま
す
。
問
題
な
の
は
、
そ
れ
以
外
の

健
康
食
品
は
た
だ
の
食
品
で
、
安
全
性
が

確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
機
能
性

表
示
食
品
は
一
般
的
で
は
な
い
食
品
も
あ

―
薬
剤
師
を
目
指
し
た
経
緯
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
父
が
薬
学
部
の
出
身
で
、
仕
事
の
関
係

か
ら
私
に
は
医
師
に
な
っ
て
ほ
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。
小
学
生
の
時
に
そ
の
気
配
を

察
し
、
そ
こ
か
ら
父
の
希
望
に
そ
ぐ
わ
な

い
方
向
に
歩
み
出
し
ま
し
た
。
高
校
は
神

奈
川
県
内
有
数
の
進
学
校
で
、
級
友
は
東

大
や
早
慶
進
学
が
当
た
り
前
で
、
私
の
薬

学
部
志
望
は
「
薬
学
部
に
進
む
な
ん
て
意

味
が
分
か
ら
な
い
」と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

―
大
学
入
学
後
や
薬
剤
師
に
な
っ
て
か
ら

は
い
か
が
で
し
た
か
。

歯
科
衛
生
士
の
み
な
ら
ず
、
医
療
職
の
人

同
士
で
は
理
解
さ
れ
る
言
葉
や
表
現
を
、

知
ら
な
い
う
ち
に
患
者
さ
ん
に
そ
の
ま
ま

使
っ
て
し
ま
い
、
患
者
さ
ん
に
は
ほ
と
ん

ど
通
じ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
十
代
な
ど
若
い
時
に
結
婚
、
初

産
を
迎
え
た
ご
両
親
な
ど
の
場
合
、
日
々

の
生
活
に
追
わ
れ
、
年
齢
か
ら
く
る
経
験

の
違
い
な
ど
が
背
景
に
あ
る
点
に
は
、
十

分
に
ご
意
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歯
科
へ
の
定
期
的
な
通
院
が
必
要
な
の
に

歯
科
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
説
明
が
理

解
で
き
ず
、
手
遅
れ
に
な
っ
た
頃
に
受
診

す
る
患
者
さ
ん
が
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
食
と
健
康
に
関
心
が
高
い
と
伺
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
視
点
か
ら
ひ
と
言
を
。

　
私
は
生
薬
学
（
漢
方
）
で
博
士
号
を
取

っ
た
の
で
、
常
に
頭
に
は
「
医
（
薬
）
食

同
源
」、
食
と
薬
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
機
能
性
表
示
食
品
や
特
定
保
健

用
食
品
の
開
発
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る

と
、
そ
の
中
で
、
薬
の
処
方
が
必
要
に
な

る
前
に
で
き
る
対
策
を
考
え
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
薬
科
大
学
で
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
を
教
え
る
よ
う
に
な
る
と
、

薬
剤
師
が
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
拠
点
に
、

地
域
の
人
た
ち
の
健
康
の
維
持
向
上
に
も

っ
と
貢
献
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
に
師
事
し
て
い
た
学
生
が
イ

ン
タ
ー
ン
で
農
家
を
訪
ね
た
際
、
農
家
で

食
べ
る
作
物
に
は
農
薬
を
使
わ
な
い
の

に
、
出
荷
分
に
は
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
見
て
食
の
安
心
・
安
全
を
考
え
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
す
。
実
際
に
無
農
薬
の

作
物
を
食
べ
、
味
が
違
う
こ
と
に
衝
撃
を

受
け
て
、
今
ま
で
食
べ
て
い
た
野
菜
の
え

ぐ
み
や
苦
み
は
、
す
べ
て
残
留
農
薬
の
た

め
だ
っ
た
の
か
と
、
振
り
返
り
ま
し
た
。

私
は
、
健
康
の
維
持
管
理
を
追
究
す
る
中

で
、
こ
の
食
の
問
題
に
行
き
着
い
た
の
で

す
。

　
そ
れ
か
ら
、
最
近
の
食
の
話
題
で
「
ト

リ
プ
ト
フ
ァ
ン
」
と
「
米
」
に
つ
い
て
で

す
が
、
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は
、
心
の
安
定

を
保
つ
脳
内
ホ
ル
モ
ン
で
、
別
名
「
幸
せ

ホ
ル
モ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

の
原
料
と
な
る
物
質
で
す
。
豆
腐
な
ど
の

　　
今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
岩
堀
禎
廣
氏
は
、
博
士
（
薬
学
）・
薬
剤
師
で
あ
り
、
調

今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
岩
堀
禎
廣
氏
は
、
博
士
（
薬
学
）・
薬
剤
師
で
あ
り
、
調

剤
薬
局
勤
務
経
験
も
豊
富
。
医
科
大
学
や
歯
科
大
学
で
の
講
師
経
験
も
持
ち
、
現
在
は
日

剤
薬
局
勤
務
経
験
も
豊
富
。
医
科
大
学
や
歯
科
大
学
で
の
講
師
経
験
も
持
ち
、
現
在
は
日

本
薬
科
大
学
の
客
員
教
授
も
務
め
る
ほ
か
、
自
ら
起
こ
し
た
食
に
関
す
る
事
業
に
も
携
わ

本
薬
科
大
学
の
客
員
教
授
も
務
め
る
ほ
か
、
自
ら
起
こ
し
た
食
に
関
す
る
事
業
に
も
携
わ

る
。
薬
学
部
卒
業
後
は
、
海
外
の
薬
局
で
の
服
薬
指
導
経
験
を
通
じ
て
対
患
者
コ
ミ
ュ
ニ

る
。
薬
学
部
卒
業
後
は
、
海
外
の
薬
局
で
の
服
薬
指
導
経
験
を
通
じ
て
対
患
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感
。
帰
国
後
は
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
そ
の
後
の

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感
。
帰
国
後
は
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
そ
の
後
の

経
験
を
加
え
、
医
療
者
側
か
ら
患
者
サ
イ
ド
に
向
き
合
う
時
に
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
面
へ
の

経
験
を
加
え
、
医
療
者
側
か
ら
患
者
サ
イ
ド
に
向
き
合
う
時
に
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
面
へ
の

配
慮
が
不
可
欠
で
あ
る
と
語
る
。
さ
ら
に
、
薬
剤
服
用
に
至
る
前
に
薬
剤
師
と
し
て
何
が

配
慮
が
不
可
欠
で
あ
る
と
語
る
。
さ
ら
に
、
薬
剤
服
用
に
至
る
前
に
薬
剤
師
と
し
て
何
が

で
き
る
か
に
も
注
目
し
、
そ
の
視
点
か
ら
食
の
大
切
さ
に
着
目
。
日
常
に
お
け
る
食
生
活

で
き
る
か
に
も
注
目
し
、
そ
の
視
点
か
ら
食
の
大
切
さ
に
着
目
。
日
常
に
お
け
る
食
生
活

上
の
留
意
点
を
は
じ
め
、
機
能
性
表
示
食
品
関
連
事
業
も
手
が
け
る
に
至
る
な
ど
、
そ
の

上
の
留
意
点
を
は
じ
め
、
機
能
性
表
示
食
品
関
連
事
業
も
手
が
け
る
に
至
る
な
ど
、
そ
の

行
動
力
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
多
彩
な
活
動
を
繰
り
広
げ

行
動
力
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
多
彩
な
活
動
を
繰
り
広
げ

る
岩
堀
氏
の
目
に
、
日
本
の
歯
科
医
療
は
ど
う
映
っ
て
い
る
の
か
伺
っ
た
。

る
岩
堀
氏
の
目
に
、
日
本
の
歯
科
医
療
は
ど
う
映
っ
て
い
る
の
か
伺
っ
た
。

り
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
安
全
性
が
調
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
制
度
上
、
そ
れ
が
必
須
な

の
で
す
。
食
品
だ
か
ら
こ
そ
、
ベ
ー
ス
に

は
「
安
全
」
が
必
須
に
な
る
の
で
す
。

―
薬
剤
師
も
過
剰
に
な
っ
て
い
る
と
の
報

道
を
目
に
し
ま
す
が
、
そ
の
点
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
調
剤
薬
局
は
特
殊
で
、
保
険
点
数
が
付

い
て
は
い
ま
す
が
、
経
営
形
態
は
株
式
会

社
で
す
。
薬
剤
師
過
剰
時
代
到
来
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
絶
対
に
起

こ
り
得
ま
せ
ん
。
株
式
会
社
の
た
め
、
必

ず
増
収
増
益
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
す
。
い
ま
、
既
存
の
店
舗
の
利
益
率
は

限
界
で
す
。
だ
か
ら
、
株
主
に
対
し
て
増

収
増
益
す
る
た
め
に
は
新
店
舗
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
ず
一
定
数
以
上
の
薬

剤
師
需
要
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
薬

剤
師
の
就
職
は
必
ず
100
％
以
上
の
ま
ま
継

続
す
る
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め
、
薬
剤
師

過
剰
時
代
到
来
は
あ
り
得
な
い
と
言
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩堀 禎廣　日本薬科大学
　客員教授

大
切
な
の
は

「対
患
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

  
― 

歯
科
は
も
っ
と
家
庭
内
や
地
域
に
出
て
啓
発
を

いわほり ・ よしひろ　日本薬科大学客員教授／ 1972年神

奈川県生まれ。96年3月明治薬科大学卒業、01年3月同大

学大学院薬学研究科博士課程修了。00年3月薬剤師免許

取得。02年1月～ 03年5月慶應義塾大学医学部先端医科学

研究所神経免疫グループ勤務、06年4月有限会社マーズ

アンドマークス臨床開発部（現職）、06年6月特定非営利

活動法人OFFICE SHI-YOU代表理事（現職）、06年11月

合同会社オクトエル代表社員（現職）、17年4月日本薬科

大学非常勤講師～ 18年4月日本薬科大学客員教授（現

職）、21年11月合同会社エビデンスマーケティング代表社

員（現職）など。そのほか、国際薬学生連盟、国際薬剤

師連合、病院や調剤薬局の薬剤師など、様々な医療機

関、教育機関の運営などに携る。医療書のほかビジネス

書や教育書など著書多数。

【応募はがき記載事項】
　①氏名　②会員番号　③電話番号　④住所
 　応募送付先　〒169-0075　新宿区高田馬場1-29-8
　いちご高田馬場ビル6階　東京歯科保険医協会
　2023年２月号 書籍プレゼント係まで

今回、インタビューでご紹介させていただきました岩 堀 禎 廣
さんのサイン入りの著書「血圧がひと月でみるみる下がる　
食べ方＆レシピ実例」（シェフあさみ（著）、岩堀禎廣（監
修））を会員３名様にプレゼントさせていただきます（お１人
につき１冊まで）。ご希望の会員は、官製はがきに「２月号　
書籍プレゼント」と明記し、必ず以下の４点を記入のうえ、
協会プレゼント係までご応募ください（複数応募不可）。応募
締め切りは２月20日（月）です（消印有効）。当選発表は、書
籍発送をもって代えさせていただきます。

©日東書院本社

会員３名様限定■ 書籍プレゼント

　

薬
学
部
入
学
後
に
気
付
い
た
こ
と
で
す

が
、
本
気
で
薬
剤
師
の
道
を
志
し
、
高
校

時
代
か
ら
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き
た
人

は
非
常
に
少
な
い
の
で
す
。
私
が
医
学
部

で
講
師
を
し
て
い
た
時
も
、
や
は
り
本
気

で
医
師
を
目
指
し
て
入
学
し
た
人
よ
り

も
、
親
が
医
師
、
成
績
優
秀
な
ど
が
理
由

で
入
学
す
る
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
薬
学

部
を
志
望
す
る
場
合
、
か
な
り
高
い
学
力

が
な
け
れ
ば
合
格
は
で
き
ず
、
学
生
の
学

力
は
そ
の
レ
ベ
ル
で
均
質
的
で
し
た
。
授

業
に
は
選
択
科
目
は
ほ
ぼ
な
く
、
必
須
科

目
が
埋
め
込
ま
れ
、
自
分
で
決
断
せ
ず
ひ

た
す
ら
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
対
応
す

る
、
い
わ
ば
受
け
身
の
姿
勢
が
マ
ッ
チ
す

聞き手 ・早坂美都　東京歯科保険医協会 理事 （広報 ・ホームページ部長）
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2022年4月

診療中でも使いやすい

歯科疾患管理計画書 2022年版

「歯科疾患管理料（初回用）」「歯科疾患管理料（継
続用）」「歯科衛生実地指導料」「クラウン・ブリッ
ジ維持管理料」「新製有床義歯管理料」など患者に
提供する文書を販売しています。ご注文用紙はQR
コードよりダウンロードしてご利用ください。

体裁　Ｂ５版
価格　各５００円
（税込、送料・代引き手数料別）

「
東
京
歯
科
保
険
医
新
聞
22
年
10
月
号（
第
631
号
）」
よ
り
始
ま
っ
た
本
連
載
。医
師
で
あ
り
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
理
事
で
あ
る
山
本
光
昭
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。今
回
が
最
終
回
と
な
る
。

適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に
向
け
て

あ
る
べ
き
水
準
の
歯
科
医
療
を

　
今
回
は
、
実
施
し
た
処

置
な
ど
が
認
め
ら
れ
ず
、

疑
問
や
不
満
等
を
お
持
ち

に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
る

か
と
拝
察
い
た
し
ま
す
の

で
、
審
査
結
果
（
査
定
）

に
対
す
る
疑
問
等
へ
の
対

応
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

医
学
的
妥
当
性
が
重
要

　
ま
ず
は
、
審
査
結
果
理

由
に
目
を
通
し
て
い
た
だ

い
て
、
保
険
診
療
に
照
ら

し
て
自
院
の
診
療
と
請
求

内
容
に
妥
当
性
が
あ
る
と

判
断
で
き
る
な
ら
ば
、
各

都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た

審
査
委
員
会
に
確
認
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
面
談
し

て
意
見
交
換
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
個
々
の
症
例
に
つ

い
て
歯
科
医
学
的
妥
当
性

が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
請
求

通
り
の
復
活
も
あ
る
は
ず

で
す
。

　
一
方
、
審
査
委
員
会
と

の
面
談
の
結
果
で
も
納
得

で
き
な
い
場
合
に
は
、
支

払
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
画
面
に
「
相
談

窓
口
の
ご
案
内
」
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
「
審
査
に

関
す
る
苦
情
等
相
談
窓

口
」
で
電
子
メ
ー
ル
・
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
・
郵
送
で
本

部
に
対
し
て
照
会
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
同
窓
口

は
、「
審
査
結
果
に
関
す

る
疑
問
・
不
満
・
苦
情

等
」
に
関
す
る
照
会
窓
口

で
、
本
部
で
は
、
照
会
を

受
け
た
内
容
に
つ
い

て
、
全
国
に
お
け
る
状
況

も
確
認
し
な
が
ら
、
当
該

審
査
委
員
会
に
対
し
て
、

よ
り
丁
寧
な
対
応
を
す
る

よ
う
に
指
示
し
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
の

定
め
た
明
確
な
「
算
定
ル

ー
ル
」
は
絶
対
的
な
も
の

と
な
り
ま
す
の
で
、
仮
に

歯
科
医
学
的
に
、
あ
る
い

は
現
実
に
問
題
が
大
き
い

な
ら
ば
、
所
属
学
会
な
ど

を
通
じ
て
国
へ
算
定
ル
ー

ル
の
改
定
要
望
を
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
次
回
診
療
報
酬
改

定
時
に
算
定
ル
ー
ル
が
見

直
さ
れ
、
さ
ら
に
質
の
高

い
歯
科
医
療
に
な
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

む
す
び
に

　
査
定
自
体
は
「
目
的
」

で
は
な
く
適
正
な
レ
セ
プ

ト
請
求
に
向
け
て
の
「
手

段
」
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。本
来
め
ざ
す
べ
き
は
、

審
査
を
通
じ
て
、
あ
る
べ

き
水
準
の
歯
科
医
療
を
全

て
の
国
民
が
享
受
で
き
る

た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と

だ
と
い
う
の
が
私
の
考
え

で
す
。
仮
に
、
標
準
的
な

治
療
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
あ
る
べ
き
水
準
の
診

療
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
働
き
か
け
が
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と

さ
え
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
の
中
で
最
も
優
れ

て
い
る
と
い
え
る
わ
が
国

の
公
的
歯
科
医
療
保
険
制

度
を
維
持
し
、
さ
ら
に
歯

科
医
療
の
質
を
高
め
て
い

く
た
め
に
、
引
き
続
き
、

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
の

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

私
も
皆
様
方
の
診
療
現

場
の
声
を
良
く
お
聞
き
し

て
、
微
力
な
が
ら
、
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■ 過去の連載は当会ホームページよりご覧いただけます。 h t tps ://www. tokyo-sk .com/category/rece ip t/

山本光昭
Mitsuaki Yamamoto

社会保険診療報酬支払基金 理事

やまもと・みつあき 1984年３月、
神戸大学医学部医学科卒業後、
厚生省に入省。横浜市衛生局で
の公衆衛生実務を経て、広島県
福祉保健部健康対策課長、厚生
省健康政策局指導課課長補佐、
同省国立病院部運営企画課課長
補佐、茨城県保健福祉部長、厚
生労働省東京検疫所長、内閣府
参事官（ライフサイエンス担
当）、独立行政法人国立病院機構
本部医療部長、独立行政法人福
祉医療機構審議役、厚生労働省
近畿厚生局長などを歴任し、15
年7月、厚生労働省退職。兵庫県
健康福祉部医監、同県健康福祉
部長、東京都中央区保健所長を
経て、21年４月より現職。

S p e c i a l  S e r i a l N o . 5 社会保険診療報酬支払基金の概要と審査に係る取組み

出版物案内

厚
生
労
働
省
は
、
昨
年

11
月
に
開
催
し
た
第
93
回

社
会
保
障
審
議
会
医
療
部

会
に
て
、
か
か
り
つ
け
医

機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度

整
備
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
示
し
た
。
具
体
的
な
骨

格
案
と
し
て
、「
か
か
り
つ

け
医
機
能
報
告
制
度
の
創

設
に
よ
る
機
能
の
充
実
・

強
化
」「
医
療
機
能
情
報
提

供
制
度
の
拡
充
」
が
挙
げ

ら
れ
、
身
近
な
地
域
で
提

供
さ
れ
る
日
常
的
な
医
療

が
充
実
す
る
こ
と
や
、
誰

も
が
確
実
に
必
要
な
医
療

に
つ
な
が
る
環
境
が
整
う

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
22
年
末
に
公

表
さ
れ
た
同
部
会
に
よ
る

「
医
療
提
供
体
制
の
改
革

に
関
す
る
意
見
」
で
は
、

国
民
・
患
者
が
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
か
か
り
つ
け
医

機
能
を
有
す
る
医
療
機
関

を
適
切
に
選
択
で
き
る
よ

う
、
医
療
機
能
情
報
提
供

制
度
の
刷
新
を
提
案
。
こ

れ
ま
で
の
情
報
提
供
で

は
、
内
容
の
具
体
性
に
乏

「
か
か
り
つ
け
医
」
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備
に

摂食嚥下リハと食支援
五島 朋幸 （ごとう ・ ともゆき） ／新宿区

右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
30

代
前
半
で
訪
問
歯
科
診
療

を
始
め
た
の
が
１
９
９
７

年
。
今
や
25
年
以
上
の
経
験

者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
延
べ
件
数
で
言
う
と
2

万
５
千
件
く
ら
い
で
し
ょ

う
か
。
私
自
身
は
訪
問
診
療

専
門
医
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
診
療
延
べ
数
で
は
若

い
訪
問
専
門
の
先
生
に
は

勝
て
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
長
い
期
間
携
わ
っ
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
わ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

最
近
一
番
考
え
て
い
る
こ

と
が
「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
食
支

援
」
の
違
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
口
か
ら
食
べ

る
こ
と
は
大
切
だ
し
、
最
期

ま
で
口
か
ら
食
べ
ら
れ
る

街
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
新
宿
で
多
職
種
の
方

々
と
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
で
歯

科
医
師
と
し
て
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
医
療
職
の
頭
の

中
に
は
「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ

会員寄稿 「声」

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言

葉
が
入
っ
て
き
ま
す
。
極
端

な
表
現
で
は
、「
安
全
に
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
ア
プ
ロ

ー
チ
を
す
る
。
安
全
で
な
け

れ
ば
食
べ
さ
せ
な
い
」
と
も

言
え
ま
す
。
し
か
し
、
多
く

を
経
験
し
た
先
生
だ
っ
た

ら
一
度
は
聞
い
て
い
る
言

葉
。「
死
ん
で
も
い
い
か
ら

食
べ
た
い
」、
こ
れ
に
ど
う

応
え
る
の
か
。

私
自
身
は
昨
年
か
ら
「
食

支
援
研
究
家
」
と
名
乗
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
摂
食
嚥

下
リ
ハ
が
必
要
な
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
も
っ
と
フ
リ
ー

な
立
場
で
そ
の
方
の
人

生
、
家
族
の
思
い
、
さ
ら
に

そ
の
方
に
関
わ
る
方
々
の

考
え
に
触
れ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

食
支
援
は
リ
ハ
ビ
リ
の
よ

う
な
医
学
的
な
定
義
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
範
疇
の

「
お
ち
、
も
れ
、
谷
間
」
を

埋
め
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

し
く
医
療
機
関
を
選
択
す

る
際
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
医
療
機
関

は
、
国
民
・
患
者
に
よ
る

医
療
機
関
の
選
択
に
役
立

つ
情
報
お
よ
び
、
医
療
機

関
間
の
連
携
に
係
る
情
報

を
都
道
府
県
に
報
告
す
る

と
と
も
に
、
都
道
府
県
知

事
は
、
報
告
さ
れ
た
「
か

か
り
つ
け
医
機
能
」
に
関

す
る
情
報
を
国
民
・
患
者

に
分
か
り
や
す
く
提
供
す

る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い

る
。
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４
月
か
ら
返
戻
の
再
請
求
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
に

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
請
求
し
て
い

る
医
療
機
関
の
場
合
、
レ
セ
プ

ト
が
返
戻
に
な
る
と
紙
レ
セ
プ

ト
と
電
子
レ
セ
プ
ト
の
両
方
が

送
ら
れ
、
紙
レ
セ
プ
ト
を
修
正

し
て
再
請
求
す
る
か
、
ま
た
は

電
子
レ
セ
プ
ト
を
修
正
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
再
請
求
す
る
か
の

ど
ち
ら
で
も
良
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
23
年
４
月

か
ら
紙
レ
セ
プ
ト
で
の
再
請
求

は
で
き
な
く
な
り
、
電
子
レ
セ

プ
ト
を
修
正
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
再
請
求
す
る
方
法
の
み
に
変

わ
る
（
表
「
返
戻
レ
セ
プ
ト
の

再
請
求
方
法
の
変
更
点
」
を
参

照
）。
そ
の
ほ
か
、
返
戻
の
電

子
レ
セ
プ
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

は
直
近
３
カ
月
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
審
査
支
払
機
関
に
お

い
て
、
医
療
機
関
が
請
求
し
た

レ
セ
プ
ト
が
紙
レ
セ
プ
ト
に
変

換
さ
れ
て
保
険
者
へ
送
ら
れ
る

場
合
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、

返
戻
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
は
紙
レ

セ
プ
ト
で
再
請
求
す
る
。
紙
レ

セ
プ
ト
で
の
再
請
求
が
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
付
箋
の
様

式
が
異
な
る
な
ど
か
ら
分
か
る

よ
う
に
配
慮
が
さ
れ
る
（
図
参

照
）。

手
書
き
や
電
子
媒
体
請
求

の
場
合
は
変
更
な
し

　
な
お
、
手
書
き
や
電
子
媒
体

で
請
求
し
て
い
る
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
、
23
年
４
月
以
降
も

取
り
扱
い
に
変
更
は
な
い
。

※１ 2023年４月以降も、返戻時は紙レセプトと
　　電子レセプトの両方が送られる。

表：返戻レセプトの再請求方法の変更点

区分
返戻レセプトの

再請求方法の変更点
2023年３月まで 2023年４月以降

手書きレセプト請求
の医療機関

紙の返戻レセプトを提出
電子媒体（CD等）の
請求の医療機関

オンライン請求
の医療機関

紙の返戻レセプト
を提出または電子
レセプトをオンラ
インで提出

電子レセプトをオン
ラインで提出　※１

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
医
療
機
関
は
注
意
が
必
要

表：サージセルＭＤの点数

保
険
収
載
さ
れ
た

サ
ー
ジ
セ
ル
Ｍ
Ｄ

２
０
２
３
年
12
月
よ
り
、

「
サ
ー
ジ
セ
ル
・
ア
ブ
ソ
ー
バ

ブ
ル
・
ヘ
モ
ス
タ
ッ
ト
Ｍ
Ｄ
」

（
以
下
、「
サ
ー
ジ
セ
ル
Ｍ

種類 規格 点数

ニューニット型 7.6×10.2cm 372点
15.2×22.9cm 1,671点

ガーゼ型
5.1×35.6cm 872点
10.2×20.3cm 994点
5.1×7.6cm 186点

綿型 2.5×5.1cm（0.45ｇ） 572点

歯
周
治
療
成
功
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
チ
ー
ム
医
療
」と「
患
者
と
の
共
同
作
業
」

協
会
は
昨
年
12
月
22
日
、
第

２
回
学
術
研
究
会
を
協
会
会
議

室
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

用
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

開
催
し
た
。「
チ
ー
ム
医
療
で

目
指
す
予
防
歯
科
〜
信
頼
さ
れ

る
予
防
歯
科
を
実
現
す
る
た
め

の
ス
タ
ッ
フ
教
育
と
医
院
の
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
若
林
健
史
氏
（
若
林
歯
科

医
院
院
長
）
が
登
壇
し
、
総

勢
81
名
が
参
加
し
た
。

最
初
に
、
歯
周
治
療
成
功
の

鍵
と
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。
そ
れ

は
、
自
身
の
オ
フ
ィ
ス
レ
イ
ア

ウ
ト
に
も
反
映
さ
れ
て
お

り
、
歯
周
治
療
の
継
続
に
は
、

患
者
が
自
身
の
病
態
を
理
解
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
初
診
時
の

問
診
や
検
査
結
果
か
ら
得
ら
れ

た
情
報
を
基
に
患
者
の
現
在
の

状
態
や
、
治
療
後
の
ゴ
ー
ル
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
症
例

写
真
を
用
い
て
患
者
に
説
明
す

る
様
子
を
紹
介
し
た
。

全
身
疾
患
と
の
関
連
に
も
話

題
が
及
び
、
糖
分
摂
取
の
マ
イ

ナ
ス
面
と
糖
尿
病
と
歯
周

病
、
血
管
へ
の
悪
影
響
ま
で
歯

科
が
人
々
の
健
康
寿
命
の
延
伸

に
寄
与
す
る
役
割
を
持
つ
こ
と

や
、
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
施

の
必
要
性
に
も
触
れ
た
。

ま
た
、
チ
ー
ム
医
療
を
実
践

す
る
上
で
、
勤
務
医
や
歯
科
衛

生
士
な
ど
、
自
院
に
関
わ
る
す

べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
院
長
の
フ

ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
共
通
認
識
と

す
る
た
め
に
、
自
身
は
新
人
教

育
と
定
期
的
な
研
修
会
を
執
り

行
う
こ
と
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
努

め
て
い
る
と
明
か
し
た
。

最
後
に
、
歯
周
治
療
は
歯
科

医
院
と
患
者
の
共
同
作
業
で
あ

る
こ
と
を
説
明
。
患
者
自
身
に

よ
る
毎
日
の
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
、
歯
科
医
院
で
定
期

的
な
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

い
、
治
療
の
終
了
が
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
の
ポ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
重
要
性
を
説
い
た
。

講
演
を
通
じ
て
、「
歯
を
失

い
噛
め
な
く
な
る
患
者
を
一
人

で
も
減
ら
し
た
い
」
と
い
う
強

い
信
念
が
伝
わ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
講
師
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

当
日
の
模
様
を
２
月
か
ら
デ
ン

タ
ル
ブ
ッ
ク
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

第
２
回

学
術
研
究
会

若林 健史 氏若林 健史 氏

表:４月以降の変更点
名称 ３月まで

➡
＋２点

４月～12月
一般名処方加算１ ７点 ９点 ※１

一般名処方加算２ ５点 ７点 ※１

外来後発医薬品
使用体制加算１ ５点 ７点 ※２

外来後発医薬品
使用体制加算２ ４点 ６点 ※２

外来後発医薬品
使用体制加算３ ２点 ４点 ※２

※１　一般名処方の趣旨を患者に十分に説明することについて、院内掲示が必要。

※２　外来後発医薬品使用体制加算の施設基準に加え、①と②が必要。

①医薬品の供給が不足した場合に、医薬品の処方等の変更等に関して十分な対

応ができる体制を整備している。

②体制に関する事項ならびに医薬品の供給状況によって投与する薬剤を変更す

る可能性があること、および変更する場合は患者に十分な説明をすることを院

内に掲示している。

「一般名処方加算」
「外来後発医薬品使用体制加算」
４月から引き上げ 期間は12月まで

昨
年
12
月
23
日
に
開
催

さ
れ
た
中
医
協
に
お
い

て
、
一
般
名
処
方
加
算
と

外
来
後
発
医
薬
品
使
用
体

制
加
算
を
２
０
２
３
年
４

月
か
ら
同
年
12
月
ま
で
の

期
間
に
限
り
、
医
薬
品
の

供
給
が
不
安
定
な
状
況
を

踏
ま
え
た
時
限
的
措
置
と

し
て
点
数
を
２
点
引
き
上

げ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。院

外
処
方
時
や
外
来
後

発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算

を
届
け
出
て
い
る
場
合
は

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い

（
表
参
照
）。

Ｄ
」）
が
保
険
収
載
さ
れ
た
。

　
本
製
品
は
、
結
紮
ま
た
は
通

常
の
処
置
に
よ
る
止
血
が
無

効
、
ま
た
は
実
施
で
き
な
い
場

合
の
各
種
手
術
時
の
補
助
的
な

局
所
止
血
材
で
あ
り
、
抜
歯
な

ど
で
用
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
保
険
償
還
価
格
は
、
標
準

型
（
綿
型
）
が
１
グ
ラ
ム
当
た

り
１
万
２
千
700
円
、
織
布
型

（
ニ
ュ
ー
ニ
ッ
ト
型
、
ガ
ー
ゼ

型
）
が
１
㎠
あ
た
り
48
円
と
な

っ
て
い
る
（
表
「
サ
ー
ジ
セ
ル

Ｍ
Ｄ
の
点
数
」
を
参
照
）。

　
な
お
、
既
存
の
「
サ
ー
ジ
セ

ル
・
ア
ブ
ソ
ー
バ
ブ
ル
・
ヘ
モ

ス
タ
ッ
ト
」
は
、
23
年
３
月
を

目
途
に
販
売
終
了
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

新
名
称
は「
東
京
科
学
大
学
」

24
年
度
統
合
目
指
す
医
科
歯
科
大
・
東
工
大

２
０
２
４
年
度
中
を
目
途
に

統
合
を
目
指
す
国
立
大
学
法
人

東
京
医
科
歯
科
大
学
（
田
中
雄

二
郎
学
長
）、
国
立
大
学
法
人

東
京
工
業
大
学
（
益
一
哉
学

長
）
の
統
合
後
の
新
名
称
が
、

「
東
京
科
学
大
学
（
仮
称
）」

に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
先
進
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
統
合
に
よ

り
新
し
い
大
学
の
あ
り
方
を
創

出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
新

大
学
。
こ
れ
か
ら
の
科
学
の
発

展
を
担
い
、
社
会
と
共
に
活
力

あ
る
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く

と
い
う
意
志
を
名
称
に
表

現
。
ま
た
、
科
学
を
文
化
と
し

て
認
識
し
て
も
ら
い
、
社
会
か

ら
の
理
解
と
期
待
を
得
て
い
く

た
め
、
親
し
み
や
す
く
覚
え
や

す
い
「
科
学
」
が
選
ば
れ
た
。

な
お
、
新
た
な
名
称
の
候
補

に
は
６
千
件
を
超
え
る
応
募
が

あ
り
、
両
大
学
の
検
討
を
経
て

決
定
。
名
称
は
今
後
の
大
学
設

置
・
学
校
法
人
審
議
会
に
お
け

る
手
続
き
や
、
国
立
大
学
法
人

法
の
改
正
（
国
会
審
議
）
を
経

る
ま
で
は
仮
称
で
、
商
標
登
録

な
ど
の
手
続
き
を
踏
ま
え
て
変

更
の
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
い

る
。

　
厚
労
省
は
、各
地
方
厚
生
局

に
対
し
、２
０
２
３
年
度
の
指

導
に
係
る
事
務
連
絡
を
通
知
し

た
。そ
れ
に
よ
る
と
、状
況
を
見

極
め
た
上
と
し
な
が
ら
も
、23
年

度
の
集
団
的
個
別
指
導
を
受
け

た
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
25
年

度
に
実
施
さ
れ
る
高
点
数
に
よ

る
個
別
指
導
の
対
象
に
選
定
す

る
よ
う
求
め
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、23
年
度
ま
で
は

高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導
は
実

施
し
な
い
方
針
だ
っ
た
が
、24

年
度
以
降
は
従
来
通
り
実
施
す

る
方
針
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

22
年
度
以
降
の
集
団
的
個
別
指

導
を
受
け
た
医
療
機
関
か
ら
、

高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導
に
選

定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

東
京
に
お
い
て
は
、高
点
数
に

よ
る
個
別
指
導
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
。直
近
５
年
で

は
０
件
〜
僅
か
４
件
に
留
ま
っ

て
お
り
、選
定
さ
れ
た
と
し
て
も

適
切
な
保
険
請
求
や
カ
ル
テ
記

載
を
し
て
い
れ
ば
、個
別
指
導

は
問
題
な
く
終
了
す
る
。委
縮

診
療
を
す
る
の
で
は
な
く
、適
切

な
保
険
請
求
を
ぜ
ひ
日
頃
か
ら

心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、２
月
19
日
に
保
険
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
学
ぶ
新
規

開
業
医
講
習
会
を
新
宿
区
高
田

馬
場
の
Ｔ
Ａ
Ｐ
高
田
馬
場
で
開

催
す
る
。ぜ
ひ
、こ
ち
ら
も
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い（
５
面
参
照
）。

　
　
　
　
　

２
０
２
３
年
度
は
予
定
通
り
中
止
に

厚
生
労
働
省
が
地
方
厚
生
局
に
事
務
連
絡

高
点
数
の
個
別
指
導
の
再
開
を
示
唆

高
点
数
の
個
別
指
導
の
再
開
を
示
唆

図：返戻された紙レセプトに対する再請求方法の見分け方（社保の場合）
（月刊基金January 2023「よくある質問」より出典）

※東京都国民健康保険団体連合会（国保、後期高齢者）においても同様の対応が行われる予定。



月日 部位 療法・処置 点数

初診 外来環

○○病院乳腺外科で左側乳がんの診断､ 入院、 ／

手術､化学療法を予定。口腔内の管理を文書で依頼された。 ／

快恢快
廓紀廓 パノラマ パ電 （所見 略）

Ｐ基検 結果 略）上下顎全顎的に歯肉の発赤を認める。

周計（管理計画書を作成して文書提供 添付） 注注②②③③④④

実地指１ 指示内容 略）（文書提供 添付）

快恢快 ＳＣ ×

周Ⅰ（管理報告書を作成し文書提供 添付） 注注⑤⑤⑥⑥⑦⑦⑧⑧

口腔細菌による合併症防止のため口腔清掃した旨を説明。 ／

再診 明細 再外来環

蒲噛蒲 ＳＣ ×

快恢快 （既製トレー＋アルジネート） 注⑨

再診 明細 再外来環

快恢快 口腔内装置（気管内挿管時の歯の保護） 注⑨

再診 明細 再外来環

月 日に手術で乳がん摘出し退院。術後の管理を行う。 ／

快恢快
廓紀廓 Ｐ基検（結果 略） 症状は安定。

周Ⅰ（管理報告書を作成し文書提供 添付） 注注⑤⑤

合併症防止のため、セルフケアの必要性を説明。 ／

実地指１ 指示内容 略）（文書提供 添付）

～～ 月月のの内内容容略略（（ 日日とと 日日来来院院、、周周ⅠⅠをを各各日日にに算算定定））～～

再診 明細 再外来環

リンパ節転移を認め､ 月 日より化学療法実施とのこと。 ／

化学療法中の周術期口腔機能管理を行う。 ／

周Ⅲ（管理報告書を作成し文書提供 添付） 注注⑩⑩

口腔粘膜炎の重症化防止のため口腔清掃をした旨を説明。 ／

快恢快
廓紀廓 術口衛１（ 協会花子） 歯清 注注⑪⑪⑫⑫

実地指１ 指示内容 略）（文書提供 添付）

再診 明細 再外来環

化学療法後、頬粘膜に口腔粘膜炎ができて痛いとのこと。

快恢快
廓紀廓 術口衛１ 協会花子）歯清 スポンジブラシにて清掃。

歯歯科科ががなないい病病院院かからら依依頼頼さされれたた場場合合のの
周周術術期期等等口口腔腔機機能能管管理理料料((ⅠⅠ))・・((ⅢⅢ))
歯科診療所が歯科のない病院から周術期口腔機能管理の依

頼を受けて、手術前と手術後に管理を行い、その後化学療法
となり管理をさらに続けた場合の算定について解説する。

患者： 歳・女性

主訴：がんの手術に際し、歯科受診をするように言われた。

所見：全顎に歯肉の発赤を認める。

傷病名： ₂ 周術期口腔機能管理中

気管内挿管時の口腔内装置必要状態 注注①①

施設基準：歯初診、明細、外来環

《解説》

注注①① 周術期等口腔機能管理計画策定料（周計）や周術期等口腔機能

管理料（Ⅰ）や（Ⅲ）（周Ⅰ・周Ⅲ）などを算定する際に、う蝕や歯

周病などがない場合などは、病名は「周術期口腔機能管理中」「術後

合併症」となる。

また、気管内挿管時の歯の保護等を目的に製作した口腔内装置を製

作する場合の病名は「気管内挿管時の口腔内装置必要状態」となる。

注注②② 周計 点は、がんなどに係る手術、放射線治療、化学療法また

は緩和ケアでの一連の治療において、手術などを実施する保険医療機

関からの依頼文書に基づいて、周術期等の口腔機能の評価および一連

の口腔機能の管理計画を策定し、管理計画書により患者に提供した場

合に、その手術などに係る一連の治療を通じて 回に限り算定する。

管理計画書の内容またはその写しをカルテに記載または添付する。

注注③③ 管理計画書とは、次の内容が記載されたものをいう。

注注④④ 周計の算定時は、摘要欄に依頼元保険医療機関名を記載する。

注注⑤⑤ がんなどに係る手術を実施する患者の周術期等の口腔機能を管

理するため、周術期等口腔機能管理計画に基づき管理を行い、管理内

容についての情報を文書（管理報告書）で提供した場合、周Ⅰを、術

前は 回に限り 点、術後は手術を行った月から カ月以内に計 回に

限り 点を算定する。

管理報告書の内容またはその写しをカルテに記載または添付する。

手手術術をを実実施施すするる病病院院かからら文文書書にによよるる口口腔腔機機能能管管理理のの依依頼頼

～周計の算定～

周Ⅰの算定 手手術術前前１１回回

手手術術実実施施

周Ⅰ（術後 回目）の算定 手手術術後後３３カカ月月以以内内、、計計３３回回

周Ⅰ（術後 回目）の算定

周Ⅰ（術後 回目）の算定 ＿＿＿＿＿

注注⑥⑥ 管理報告書とは、次の内容が含まれたものをいう。

注注⑦⑦ 周計と周Ⅰは同日に算定できる。

周Ⅰを算定した月は、歯科疾患管理料、小児口腔機能管理料、口腔

機能管理料、歯科特定疾患療養管理料、歯科治療時医療管理料、がん

治療連携指導料、歯科疾患在宅療養管理料、歯科矯正管理料は算定で

きない。また、本症例と異なるが、術前に上記の管理料を算定し術後

に管理を行う場合は、同一月でも周Ⅰは別に算定できる。

注注⑧⑧ 周Ⅰの算定時は、摘要欄に手術の実施年月日または予定年月日

を記載する。

注注⑨⑨ 気管内挿管時の歯の保護等を目的に製作した口腔内装置の印象

採得は 点、装置（装着料を含む）は 点を算定する。レセプトの摘

要欄に手術予定日と手術を行う保険医療機関名を記載する。

注注⑩⑩ 周術期等口腔機能管理料（Ⅲ）（周Ⅲ）は、がんなどに係る放

射線治療や化学療法を実施している患者（予定を含む）または緩和ケ

アの対象となる患者に対して、周術期等口腔機能管理計画に基づき管

理を行った場合、周計を算定した月から月 回に限り算定する。

また、周Ⅰと同様に管理報告書を提供し、大きな変化がない場合は

前回提供日から３月を超える日までに１回以上提供し、管理報告書の

内容をカルテに記載するか写しを添付する。

注注⑪⑪ 周Ⅲを算定した月において、歯科衛生士が専門的口腔清掃を

行った場合、周術期等専門的口腔衛生処置１（術口衛１） 点を月２

回算定できる。なお同月内に機械的歯面清掃は算定できない。

注注⑫⑫ 術口衛１を算定する際には、歯科衛生士の氏名をカルテに記載

し、歯科衛生士は業務記録を作成する。

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊

基礎疾患の状態・生活習慣

主病の手術等の予定等

口腔内の状態等 現症および手術等によって予測される変化等

周術期の口腔機能の管理において実施する内容

主病の手術等に係る患者の日常的なセルフケアに関する指導方針

その他必要な内容

保険医療機関名および当該管理の担当歯科医師名等の情報

口腔内の状態の評価

具体的な実施内容や指導内容

その他必要な内容

快恢快
廓紀廓

月日 部位 療法・処置 点数

初診 外来環

○○病院乳腺外科で左側乳がんの診断､ 入院、 ／

手術､化学療法を予定。口腔内の管理を文書で依頼された。 ／

快恢快
廓紀廓 パノラマ パ電 （所見 略）

Ｐ基検 結果 略）上下顎全顎的に歯肉の発赤を認める。

周計（管理計画書を作成して文書提供 添付） 注注②②③③④④

実地指１ 指示内容 略）（文書提供 添付）

快恢快 ＳＣ ×

周Ⅰ（管理報告書を作成し文書提供 添付） 注注⑤⑤⑥⑥⑦⑦⑧⑧

口腔細菌による合併症防止のため口腔清掃した旨を説明。 ／

再診 明細 再外来環

蒲噛蒲 ＳＣ ×

快恢快 （既製トレー＋アルジネート） 注⑨

再診 明細 再外来環

快恢快 口腔内装置（気管内挿管時の歯の保護） 注⑨

再診 明細 再外来環

月 日に手術で乳がん摘出し退院。術後の管理を行う。 ／

快恢快
廓紀廓 Ｐ基検（結果 略） 症状は安定。

周Ⅰ（管理報告書を作成し文書提供 添付） 注注⑤⑤

合併症防止のため、セルフケアの必要性を説明。 ／

実地指１ 指示内容 略）（文書提供 添付）

～～ 月月のの内内容容略略（（ 日日とと 日日来来院院、、周周ⅠⅠをを各各日日にに算算定定））～～

再診 明細 再外来環

リンパ節転移を認め､ 月 日より化学療法実施とのこと。 ／

化学療法中の周術期口腔機能管理を行う。 ／

周Ⅲ（管理報告書を作成し文書提供 添付） 注注⑩⑩

口腔粘膜炎の重症化防止のため口腔清掃をした旨を説明。 ／

快恢快
廓紀廓 術口衛１（ 協会花子） 歯清 注注⑪⑪⑫⑫

実地指１ 指示内容 略）（文書提供 添付）

再診 明細 再外来環

化学療法後、頬粘膜に口腔粘膜炎ができて痛いとのこと。

快恢快
廓紀廓 術口衛１ 協会花子）歯清 スポンジブラシにて清掃。

歯歯科科ががなないい病病院院かからら依依頼頼さされれたた場場合合のの
周周術術期期等等口口腔腔機機能能管管理理料料((ⅠⅠ))・・((ⅢⅢ))
歯科診療所が歯科のない病院から周術期口腔機能管理の依

頼を受けて、手術前と手術後に管理を行い、その後化学療法
となり管理をさらに続けた場合の算定について解説する。

患者： 歳・女性

主訴：がんの手術に際し、歯科受診をするように言われた。

所見：全顎に歯肉の発赤を認める。

傷病名： ₂ 周術期口腔機能管理中

気管内挿管時の口腔内装置必要状態 注注①①

施設基準：歯初診、明細、外来環

《解説》

注注①① 周術期等口腔機能管理計画策定料（周計）や周術期等口腔機能

管理料（Ⅰ）や（Ⅲ）（周Ⅰ・周Ⅲ）などを算定する際に、う蝕や歯

周病などがない場合などは、病名は「周術期口腔機能管理中」「術後

合併症」となる。

また、気管内挿管時の歯の保護等を目的に製作した口腔内装置を製

作する場合の病名は「気管内挿管時の口腔内装置必要状態」となる。

注注②② 周計 点は、がんなどに係る手術、放射線治療、化学療法また

は緩和ケアでの一連の治療において、手術などを実施する保険医療機

関からの依頼文書に基づいて、周術期等の口腔機能の評価および一連

の口腔機能の管理計画を策定し、管理計画書により患者に提供した場

合に、その手術などに係る一連の治療を通じて 回に限り算定する。

管理計画書の内容またはその写しをカルテに記載または添付する。

注注③③ 管理計画書とは、次の内容が記載されたものをいう。

注注④④ 周計の算定時は、摘要欄に依頼元保険医療機関名を記載する。

注注⑤⑤ がんなどに係る手術を実施する患者の周術期等の口腔機能を管

理するため、周術期等口腔機能管理計画に基づき管理を行い、管理内

容についての情報を文書（管理報告書）で提供した場合、周Ⅰを、術

前は 回に限り 点、術後は手術を行った月から カ月以内に計 回に

限り 点を算定する。

管理報告書の内容またはその写しをカルテに記載または添付する。

手手術術をを実実施施すするる病病院院かからら文文書書にによよるる口口腔腔機機能能管管理理のの依依頼頼

～周計の算定～

周Ⅰの算定 手手術術前前１１回回

手手術術実実施施

周Ⅰ（術後 回目）の算定 手手術術後後３３カカ月月以以内内、、計計３３回回

周Ⅰ（術後 回目）の算定

周Ⅰ（術後 回目）の算定 ＿＿＿＿＿

注注⑥⑥ 管理報告書とは、次の内容が含まれたものをいう。

注注⑦⑦ 周計と周Ⅰは同日に算定できる。

周Ⅰを算定した月は、歯科疾患管理料、小児口腔機能管理料、口腔

機能管理料、歯科特定疾患療養管理料、歯科治療時医療管理料、がん

治療連携指導料、歯科疾患在宅療養管理料、歯科矯正管理料は算定で

きない。また、本症例と異なるが、術前に上記の管理料を算定し術後

に管理を行う場合は、同一月でも周Ⅰは別に算定できる。

注注⑧⑧ 周Ⅰの算定時は、摘要欄に手術の実施年月日または予定年月日

を記載する。

注注⑨⑨ 気管内挿管時の歯の保護等を目的に製作した口腔内装置の印象

採得は 点、装置（装着料を含む）は 点を算定する。レセプトの摘

要欄に手術予定日と手術を行う保険医療機関名を記載する。

注注⑩⑩ 周術期等口腔機能管理料（Ⅲ）（周Ⅲ）は、がんなどに係る放

射線治療や化学療法を実施している患者（予定を含む）または緩和ケ

アの対象となる患者に対して、周術期等口腔機能管理計画に基づき管

理を行った場合、周計を算定した月から月 回に限り算定する。

また、周Ⅰと同様に管理報告書を提供し、大きな変化がない場合は

前回提供日から３月を超える日までに１回以上提供し、管理報告書の

内容をカルテに記載するか写しを添付する。

注注⑪⑪ 周Ⅲを算定した月において、歯科衛生士が専門的口腔清掃を

行った場合、周術期等専門的口腔衛生処置１（術口衛１） 点を月２

回算定できる。なお同月内に機械的歯面清掃は算定できない。

注注⑫⑫ 術口衛１を算定する際には、歯科衛生士の氏名をカルテに記載

し、歯科衛生士は業務記録を作成する。

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊

基礎疾患の状態・生活習慣

主病の手術等の予定等

口腔内の状態等 現症および手術等によって予測される変化等

周術期の口腔機能の管理において実施する内容

主病の手術等に係る患者の日常的なセルフケアに関する指導方針

その他必要な内容

保険医療機関名および当該管理の担当歯科医師名等の情報

口腔内の状態の評価

具体的な実施内容や指導内容

その他必要な内容

快恢快
廓紀廓

（ 9） 第６３５号 ２０２３年（令和５年）２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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歯科界への私的回想録 歯科界への私的回想録 

　
毎
年
２
～
３
月
は
、
大
学
受

験
の
ピ
ー
ク
で
す
。
大
学
は
少

子
化
の
影
響
を
直
接
受
け
ま
す

が
、
そ
の
事
情
は
私
立
の
歯
科

大
学
や
総
合
大
学
の
歯
学
部
も

同
様
で
、
各
校
と
も
志
願
者
・

受
験
生
の
獲
得
に
必
死
で
す
。

◆
受
験
生
獲
得
の
一
手
を

　
と
こ
ろ
で
、
医
学
部
や
歯
学

部
な
ど
の
専
門
家
養
成
機
関
で

は
な
い
も
の
の
、
発
想
や
ヒ
ン

ト
の
参
考
事
例
と
し
て
、
明
治

大
学
（
以
下
、「
明
大
」）
の
取

り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
医
療
系
学
部
を

併
設
し
て
い
な
い
明
大
で
は
あ

り
ま
す
が
、
総
合
大
学
と
し
て

真
剣
に
検
討
し
て
き
た
と
理
解

し
て
い
ま
す
。

　
明
大
志
願
者
数
が
初
め
て
全

国
１
位
に
な
っ
た
２
０
１
０
年

度
、
マ
ス
コ
ミ
が
そ
の
取
り
組

み
を
取
り
上
げ
ま
し
た(

２
０

１
４
年
度
か
ら
は
9
年
連
続
で

近
畿
大
学)

。
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
に
、
都
心
か
ら
郊
外
へ
の
移

転
が
主
流
に
な
っ
た
１
９
８
０

年
代
、
当
時
の
納
谷
廣
美
教
授

の
「
都
市
型
大
学
宣
言
」
の
影

響
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本

初
の
大
学
の
高
層
ビ
ル
化
を
図

っ
た
明
大
の
都
市
型
キ
ャ
ン
パ

ス
「
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
」
建
設

以
後
、
入
試
改
革
、
新
学
部
創

設
、
地
方
学
生
の
確
保
な
ど
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
大
転
換
が

受
験
生
か
ら
評
価
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
当
時
、
郊
外
へ
移
転
し

た
大
学
は
、
近
年
は
都
心
部
に

回
帰
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

大
学
は
現
在
の
社
会
状
況
や
受

験
生
の
価
値
観
を
捉
え
る
こ
と

が
重
要
の
よ
う
で
す
。
な
お
、

私
立
歯
系
大
学
の
某
教
授

は
、
納
谷
教
授
の
講
演
を
傍
聴

し
、
さ
っ
そ
く
教
授
を
学
内
に

講
師
と
し
て
招
き
、
改
め
て
ご

講
演
を
い
た
だ
い
た
と
、
数
年

前
に
告
白
し
て
い
ま
し
た
。

◆
医
歯
薬
系
学
部
の
な
い
明
大

　
が
子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
ま
た
、
新
た
な
〝
時
代
〟
を

実
感
し
た
の
は
２
０
２
１
年
1

月
で
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
「
明
治
大
学
子
ど
も
の
こ
こ

ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
開
設
さ
れ

た
時
で
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
、

①
児
童
・
思
春
期
は
、
学
生
が

臨
床
実
習
を
す
る
上
で
ア
プ
ロ

ー
チ
し
や
す
い
年
齢
層
の
た

め
、
新
た
な
教
育
効
果
が
期
待

で
き
る
、
②
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教

育
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
こ
と

で
、
公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理

士
養
成
大
学
と
し
て
全
国
で
も

先
進
的
な
存
在
と
な
る
、
③
大

学
院
で
は
臨
床
心
理
学
専
修
の

学
生
へ
の
教
育
（
臨
床
実
習
）

機
能
、
文
学
部
で
は
臨
床
心
理

学
専
攻
の
学
生
へ
の
教
育
（
実

習
）
機
能
が
そ
れ
ぞ
れ
拡
充
さ

れ
る
こ
と
で
、
大
学
本
体
に
も

シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
期
待
で
き
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

◆
今
後
の
社
会
に
期
待
さ
れ
る

　
イ
メ
ー
ジ
創
り
と
発
信
を

　
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
認
知
症
患
者
を
含
む

在
宅
医
療
に
深
く
取
り
組
ん
で

い
る
医
師
で
、
全
国
在
宅
支
援

医
協
会
や
日
本
在
宅
ケ
ア
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
な
ど
の
会
長
を
務
め

る
新
田
國
夫
氏
を
明
大
の
講
師

に
招
い
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
新
田
氏
は
当
時
に
つ
い
て

「
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
何
も

考
え
ず
素
直
に
受
け
た
だ
け
で

し
た
。
講
義
も
在
宅
療
養
で
は

な
く
、
単
に
地
域
に
つ
い
て
で

し
た
。
明
大
で
医
師
の
講
義
が

珍
し
い
の
か
、
受
講
生
は
意
外

に
多
く
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
し
、
試
験
も
し
ま
し
た
よ
。

ま
あ
、
大
学
が
私
に
何
を
期
待

し
た
の
か
は
不
明
で
し
た

が
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。
志
望
大
学
決
定
の
理

由
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

で
の
大
学
の
〝
イ
メ
ー
ジ
〟
の

存
在
は
看
過
で
き
ま
せ
ん
し
、

高
校
の
進
路
指
導
の
教
員
・
学

生
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

か
つ
て
前
明
大
学
長
の
土
屋
恵

一
郎
氏
は
退
任
前
に
、「
大
学

と
し
て
社
会
保
障
分
野
の
研
究

が
な
い
の
が
今
後
の
課
題
」
と

打
ち
明
け
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
歯
科
で
は
、
17
歯
系

大
学
が
加
盟
す
る
日
本
私
立
歯

科
大
学
協
会
が
尽
力
し
て
い
ま

す
。
株
式
会
社
大
学
通
信
の
取

材
で
歯
系
大
学
の
今
後
の
可
能

性
を
羽
村
章
専
務
理
事
が
、
歯

科
へ
の
理
解
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
期
待
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
「
予
防
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
時
代
／
歯
科
医
師

が
地
域
の
健
康
を
支
え
る
」
と

強
調
。
さ
ら
に
「
大
学
教
授
ほ

か
大
学
人
も
、
時
代
が
変
わ
っ

た
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
で

す
」
と
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
長
の
白
石
薫
憲

氏
も
「
今
後
、
社
会
か
ら
期
待

さ
れ
る
〝
歯
科
〟
で
あ
り
、
そ

の
イ
メ
ー
ジ
の
提
供
は
大
き
い

で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
看
護
学
部
を
新
設
す
る
大
学

や
歯
学
・
栄
養
学
の
連
携
授
業

を
実
施
し
て
い
る
大
学
な
ど
で

既
に
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
創
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に

イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
の
で
、
地
味
な
が
ら
も
真

摯
な
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
前
鶴
見
大
学
学
長
の
大

山
喬
史
氏
は
、
当
時
「
地
域
の

商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
は

可
能
な
限
り
出
席
。
歯
科
の
括

り
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
地
域

貢
献
で
す
」
と
示
唆
に
含
ん
だ

コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
歯
系
大
学
・
歯
科
医

療
界
に
期
待
し
た
い
で
す
。

歯系大学は受験生獲得イメージ戦略立案を歯系大学は受験生獲得イメージ戦略立案を
　明大の ｢都市型大学宣言｣ と「子どもクリニック」経営を参考に

医学部を持たない明大が子どもクリニックを開設医学部を持たない明大が子どもクリニックを開設

	６	 金	 事務局仕事始め
10　火	 第10回共済部会	
11　水	 第10回広報・ホームページ
	 部会
12　木	 第17回理事会
13　金	 第５回メディア懇談会、就	
	 業規則改定委員会
17　火	 第９回社保・学術部会
18　水	 第１回「保険でよい歯を」	
	 東京連絡会世話人会

19　木　院内感染防止対策講習会、
　　　　会員無料相談デー、休保審
　　　　査会（医科）
20　金　第８回政策委員会
23　月　50周年企画・運営委員会
25　水　第９回組織部会
27　金　第18回理事会
28　土　第35回東京反核医師の会総
　　　　会、休保審査会(全国）
30　月　院内感染防止対策講習会

２
０
２
３

２
０
２
３
年年
１１
月月

協
会
活
動
日
誌

協
会
活
動
日
誌

おくむら ・ まさる　オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴任、
退社。さらに医学情報社創刊雑
誌の編集長歴任。その後、独立
しオクネットを設立。「歯科ニュ
ース」「永田町ニュース」をネッ
ト配信。明治大学校友会代議員(
兼墨田区地域支部長)、明大マス
コミクラブ会員。

奥村 勝
Masaru Okumura

 教えて！ 教えて！

 会長!! Vol. 会長!! Vol.6767
昨
年
末

昨
年
末
1212
月月
2323
日
の
中
医
協

日
の
中
医
協

総
会
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

総
会
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
（
以
下
、「
オ
ン

シ
ス
テ
ム
（
以
下
、「
オ
ン

資
」）
導
入
に
関
す
る
経
過
措

資
」）
導
入
に
関
す
る
経
過
措

置
が
示
さ
れ
、
加
藤
勝
信
厚
労

置
が
示
さ
れ
、
加
藤
勝
信
厚
労

大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

「
止
む
を
得
な
い
事
情
」
の
具

「
止
む
を
得
な
い
事
情
」
の
具

体
例
と
し
て

体
例
と
し
て
６６
例
の
経
過
措
置

例
の
経
過
措
置

をを
２
０
２
３

２
０
２
３
年年
１１
月
号
本
紙
第

月
号
本
紙
第

２２
面
に
掲
載
し
た
ほ
か
、
本
号

面
に
掲
載
し
た
ほ
か
、
本
号

第第
２２
面
に
も
関
連
記
事
を
載
せ

面
に
も
関
連
記
事
を
載
せ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
ま
だ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

さ
い
。
ま
だ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
設
置
な
ど
オ
ン
資
に
未
対
応

の
設
置
な
ど
オ
ン
資
に
未
対
応

　
つ
い
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
の
経
過
措
置

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

    

全
国
か
ら
オ
ン
資
義
務
化
撤
回
、

全
国
か
ら
オ
ン
資
義
務
化
撤
回
、

    

保
険
証
廃
止
反
対
の
声

保
険
証
廃
止
反
対
の
声

　
そ
の
ほ
か
の
全
国
の
各
保

険
医
協
会
・
医
会
で
の
意
見

や
対
応
状
況
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

の
先
生
は
、
ご
自
身
が
経
過
措

の
先
生
は
、
ご
自
身
が
経
過
措

置
に
該
当
す
る
か
否
か
を
確
認

置
に
該
当
す
る
か
否
か
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
会
員
の
先
生

し
て
く
だ
さ
い
。
会
員
の
先
生

に
よ
っ
て
、
診
療
所
の
置
か
れ

に
よ
っ
て
、
診
療
所
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
が
様
々
だ
と
考
え

て
い
る
状
況
が
様
々
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
不
明
な
点
が

ら
れ
ま
す
の
で
、
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
ど
ん
な
内
容
で
も
結
構

あ
れ
ば
ど
ん
な
内
容
で
も
結
構

で
す
の
で
協
会
ま
で
ご
連
絡
い

で
す
の
で
協
会
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
本
稿
執
筆
時
は
開
催
前
で
す

が
、
１
月
29
日
に
２
０
２
２
～

23
年
度
第
２
回
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
（
以
下
、「
保
団

連
」）
代
議
員
会
が
開
か
れ
ま

す
。
こ
の
代
議
員
会
は
、
全
国

51
の
協
会
・
医
会
で
構
成
さ
れ

る
保
団
連
に
お
い
て
、
２
年
に

１
回
開
催
さ
れ
る
「
大
会
」
が

保
団
連
の
最
高
決
議
機
関
で
あ

り
、「
代
議
員
会
」
は
大
会
に

次
ぐ
決
議
機
関
で
す
。
２
年
間

で
半
年
ご
と
に
３
回
開
催
さ

れ
、
今
回
は
年
度
内
２
回
目
の

代
議
員
会
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
本
会
か
ら
は
私
を
含
め
３

名
の
代
議
員
が
参
加
し
ま
す
。

　
代
議
員
会
で
は
、
各
協
会
・

医
会
を
代
表
す
る
代
議
員

が
、
保
団
連
や
各
協
会
・
医
会

に
様
々
な
発
言
・
意
見
を
述

べ
、
議
論
を
行
い
ま
す
。
既
に

事
前
配
布
資
料
で
本
会
を
含
め

た
発
言
通
告
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
オ
ン
資
や
保

険
証
廃
止
の
関
連
に
つ
い
て
テ

ー
マ
名
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。

・「
オ
ン
資
義
務
化
」「
保
険
証

廃
止
」
撤
回
に
向
け
，
国
民

と
と
も
に
大
き
な
運
動
を
継

続
し
よ
う�

（
山
口
）

・
保
険
証
廃
止
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
よ
る
資
格
確
認
　

等
シ
ス
テ
ム
導
入
の
「
義
務
　

化
」
を
全
国
一
体
と
な
り
、　

必
ず
阻
止
し
よ
う�

（
東
京
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

化
と
保
険
証
の
原
則
廃
止
を
　

何
と
し
て
も
食
い
止
め
よ
う�

�

（
兵
庫
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入

原
則
「
義
務
化
」・
保
険
証

廃
止
撤
回
さ
せ
よ
う�

�
�

（
福
岡
歯
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
義
務
化
施
策
遂
行
上
の

問
題
点�

（
埼
玉
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
義
務
で
は
な
　

く
任
意
に
！�

（
東
京
歯
）

・
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
一
体
化
に
反
対�

�
�

（
群
馬
）

・
保
険
証
廃
止
反
対
の
世
論
を

盛
り
上
げ
よ
う�

（
愛
知
）

・
２
０
２
４
年
秋
の
保
険
証
廃

止
の
撤
回
を�

（
和
歌
山
）

・
政
府
は
国
民
・
医
療
側
の
声

を
直
接
聞
く
べ
き�

�
�

（
東
京
歯
）

そ
の
ほ
か
、
10
万
７
千
名
の

医
師
・
歯
科
医
師
が
所
属
し
て

い
る
保
団
連
の
各
協
会
・
医
会

か
ら
多
数
（
関
連
25
通
）
の
意

見
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

次
に
、
そ
の
声
を
多
く
の
国
民

に
も
届
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。「

政
府
が
決
め
た
こ
と
に
反

対
し
て
も
無
駄
」
と
諦
め
ず
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
、
会
員
の
先

生
方
の
声
を
厚
労
省
、
国
会
議

員
な
ど
の
各
方
面
に
伝
え
た
こ

と
に
よ
り
、
今
回
昨
年
末
発
表

さ
れ
た
経
過
措
置
の
内
容
に
対

し
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ

の
ほ
か
の
案
件
に
触
れ
る
こ
と

を
避
け
ま
す
が
、「
政
治
の
劣

化
」
が
進
ん
だ
こ
と
を
感
じ
て

い
る
昨
今
、
声
を
上
げ
な
け
れ

ば
無
視
さ
れ
る
こ
と
を
私
は
危

惧
し
て
い
ま
す
。

現
在
を
含
め
、
将
来
の
す
べ

て
の
歯
科
医
療
関
係
者
の
た
め

に
、
今
後
も
協
会
活
動
に
ご
理

解
を
賜
り
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

や
署
名
活
動
な
ど
へ
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　

	

会
長　
坪
田
有
史
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◆
第
17
回
理
事
会
◆

　
１
月
12
日
㈭
、
午
後
７
時

00
分
～
９
時
50
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
16
名
、

監
事
２
名
、
顧
問
１
名
、
事

務
局
15
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
、
マ

イ
ナ
保
険
証
関
連
、
②
社
会

保
障
、
診
療
報
酬
関
連
（
か

か
り
つ
け
医
、
社
会
保
障
関

係
費
）、
③
そ
の
他
（
国
民

皆
歯
科
健
診
、
税
制
改
正
大

綱
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
院
内

暴
力
な
ど
）
の
報
告
を
確

認
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
義
務
化
に
つ
い

て
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
要
望

書
「
１
人
の
閉
院
・
廃
業
も

出
さ
な
い
よ
う
要
望
い
た
し

ま
す
」
を
発
出
し
た
こ
と
、

中
医
協
総
会
（
12
／
21
、
12

／
23
）
で
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
を
Ｆ
―
Ｎ
ｅ
ｘ

ニ
ュ
ー
ス
で
会
員
に
案
内
し

た
こ
と
、
当
協
会
が
独
自
に

厚
労
省
要
請
（
12
／
28
）
を

実
施
し
た
こ
と
の
報
告
を
確

認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
１
月

に
会
員
に
送
付
し
た
待
合
室

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ア
ン
ケ
ー

ト
ハ
ガ
キ
付
き
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
注
文
件
数
と
ア
ン
ケ
ー

ト
集
約
状
況
の
報
告
、
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
制
度
実
施

に
関
す
る
各
区
市
町
村
へ
送

付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
中
間
）
報
告
、「
保
険
医

協
会　
健
康
ま
つ
り
２
０
２

２
」
の
収
支
報
告
、
東
京
反

核
医
師
の
会
か
ら
談
話
「
防

衛
費
で
は
な
く
医
療
・
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ
平
和
な
日

本
を
」
を
発
出
し
た
こ
と
、

な
ど
を
確
認
。
ま
た
、
個
別

指
導
相
談
に
対
す
る
協
会
の

指
針
（
案
）
を
協
議
の
う

え
、
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　

第

２
回
保
団
連
代
議
員
会
（
１

／
29
）
の
発
言
通
告
（
８

本
）
を
事
後
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
２
月

１
日
号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　

１
月
１

日
付
会
員
数
５
９
５
０
名

（
入
会
11
名
、退
会
12
名
）。

2022年度
第17回
理	事	会
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リーフレット注文フォーム

すでに協会には多くの署名がすでに協会には多くの署名が

アンケートはがき付きリーフレットアンケートはがき付きリーフレット

２
０
２
４
年
４
月
の
診
療
報

酬
改
定
の
議
論
が
、
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
で
始
ま
っ

た
。
次
回
の
改
定
は
、
６
年
に

１
度
の
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬

の
同
時
改
定
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
第
８
次
医
療
計
画
や
医
療
Ｄ

Ｘ
も
並
行
し
て
検
討
さ
れ
る
た

め
、
大
幅
な
改
定
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で

歯
科
の
役
割
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
歯
科
の
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
や
保
険
適
用
の
拡
大
な
ど

を
求
め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
る
。

協
会
は
、
全
国
の
保
険
医
協

会
の
会
員
と
と
も
に
、
１
月
か

ら
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
患
者
さ
ん
に

加
え
、
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
を
は

じ
め
、
ど
な
た
で
も
署
名
で
き

る
の
で
、
歯
科
医
療
費
の
総
枠

を
拡
大
す
べ
く
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
。

「
月
刊
保
団
連
」
２
月
号
の
ご

確
認
を

本
署
名
の
返
信
用
封
筒
は
、

「
月
刊
保
団
連
」
２
月
号
に
同

署名用紙注文フォーム

封
し
て
２
月
上
旬
に
お
届
け
す

る
。
本
紙
１
月
号
に
同
封
し
た

署
名
用
紙
は
、
返
信
用
封
筒
に

入
れ
、
２
月
末
ま
で
に
協
会
へ

ご
返
送
い
た
だ
き
た
い
。
な

お
、
追
加
で
署
名
用
紙
や
返
信

用
封
筒
を
希
望
さ
れ
る
方
は
無

料
で
送
付
す
る
の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
を
。

抽選でカタログギフトカタログギフトが当たる！

患者さん向けアンケートにもご協力を

歯科の総枠拡大を求める署名歯科の総枠拡大を求める署名
２２月末月末までにまでに返送返送をを

署
名
用
紙
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

署
名
用
紙
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
注
文
他
、
お
問
い
合
わ
せ
は

の
注
文
他
、
お
問
い
合
わ
せ
は

運
動
本
部
ま
で
（
☎

運
動
本
部
ま
で
（
☎
０
３
０
３
――
３３

２
０
５

２
０
５
――
２
９
９
９

２
９
９
９
）。）。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高

騰
に
加
え
年
金
引
き
下
げ
な
ど

で
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
国
民

の
く
ら
し
や
健
康
へ
の
影
響
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。
協
会
で

は
、
今
後
も
社
会
保
障
制
度
が

重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
患
者

さ
ん
に
医
療
・
介
護
の
現
状
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
ア
ン

ケ
ー
ト
は
が
き
付
き
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
」
を
配
布
し
、
受
診
状
況

の
実
態
把
握
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た

だ
く
と
、
抽
選
で
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
が
当
た
る
。
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

あ
る
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
加

え
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
回
答

で
き
る
の
で
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
受
け
取
っ
た
患
者
さ
ん
だ
け

で
は
な
く
そ
の
ご
家
族
な
ど
も

応
募
が
可
能
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
昨
年
の

「
月
刊
保
団
連
12
月
号
」
に
同

封
し
た
が
、
締
切
の
３
月
24
日

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
以
下
、「
保
団
連
」）
は
１
月

29
日
、
２
０
２
２
〜
23
年
度
第

２
回
保
団
連
代
議
員
会
を
開
催

し
た
。
協
会
か
ら
は
坪
田
有
史

会
長
、
加
藤
開
副
会
長
、
本
橋

昌
宏
理
事
が
代
議
員
と
し
て
出

席
し
た
。

今
回
は
、
111
人
の
代
議
員
が

参
加
し
、
①
会
務
報
告(

案)

、

②
２
０
２
３
年
度
予
算
、
③
保

団
連
理
事
定
数
、
④
加
盟
団
体

表
彰
、
⑤
代
議
員
会
決
議
の
議

事
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
た
。
加

盟
団
体
表
彰
で
は
、
協
会
が
歯

科
開
業
医
会
員
の
年
間
増
加
数

で
全
国
第
３
位
に
入
っ
た
。

討
論
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
化
、
歯
科
医
療
改

善
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
、

150
題
が
発
言
さ
れ
、
協
会
は
８

本
の
発
言
を
行
っ
た
。
発
言
テ

ー
マ
は
以
下
の
通
り
。

第
２
回

保
団
連
代
議
員
会

○
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
義
務
で

は
な
く
任
意
に
！

○
通
則
21
に
関
連
し
た
混
合

診
療
の
廃
止
は
時
期
尚
早

で
あ
る

○
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維

持
管
理
料
は
、
廃
止
で
は

な
く
除
外
対
象
の
拡
大
を

求
め
る
べ
き

○
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
よ
る
費
用

の
削
減
効
果
と
今
後
の
運

営
に
つ
い
て

○
保
団
連
で
施
設
基
準
の
研

修
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
を

○
保
団
連
と
し
て
歯
科
衛
生

士
不
足
対
応
の
具
体
的
提

案
を

○
保
団
連
組
織
の
継
承
と
活

性
化
に
つ
い
て

○
政
府
は
国
民
・
医
療
側
の

声
を
直
接
聞
く
べ
き

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

に
よ
る
発
言
通
告
一
覧

に
向
け
て
多
く
の
患
者
さ
ん
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
無
料

で
配
布
中
。
ご
希
望
の
方
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み

い
た
だ
い
た
い
。

〇歯科診療医療費は約2.96兆円（2018年度）である。
〇一方、国民医療費に占める歯科診療医療費は、約6.8％（2018年度）となっている。歯科診療医療費の年次推移📉

医
療
費

医
療
費

歯
科
が
占
め
る
割
合
は
横
ば
い

患
者
数
も
増
加
せ
ず

歯
科
の
医
療
費
は
、
近
年
は

増
加
傾
向
で
あ
る
が
、
医
療
費

全
体
の
割
合
で
み
る
と
６
・
８

％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
昭
和
の

時
代
は
10
％
を
超
え
る
時
期
も

あ
っ
た
が
、
平
成
に
入
っ
て
か

ら
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
近
年

で
は
７
％
を
切
っ
て
い
る
。

歯
科
医
療
費
が
占
め
る
割
合

が
減
少
し
て
い
る
原
因
は
、
医

療
費
全
体
の
伸
び
に
対
し

て
、
歯
科
医
療
費
の
伸
び
が
追

い
付
い
て
い
な
い
こ
と
に
あ

る
。
特
に
、
歯
科
診
療
所
の
推

計
患
者
数
は
２
０
１
１
年
頃
か

ら
横
ば
い
の
傾
向
に
あ
り
、
患

者
が
増
え
て
い
な
い
こ
と
も
割

合
が
横
ば
い
と
な
る
要
因
の
１

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
医

科
に
比
べ
て
新
規
導
入
さ
れ
る

技
術
が
少
な
い
点
も
要
因
の
１

つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

歯
科
医
療
費
を
増
や
す
た
め

に
は
、
患
者
の
負
担
軽
減
を
求

め
る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
や
保
険
適
用
の
拡
大

を
求
め
る
こ
と
が
重
要
に
な

る
。
ぜ
ひ
と
も
、
署
名
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
。

東京歯科保険医新聞の東京歯科保険医新聞の
バックナンバーが読めるバックナンバーが読める

協会ホームページをご利用ください

📰

スマホでも
PCでも！

協会ホームページでは、過去
の東京歯科保険医新聞が閲覧で
きます。
インタビューや連載、コラム
なども読むことができるの
で、ぜひお試しください。

03（3209）9918

▶
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
画
面
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機
関
紙
１
月
号
に
つ
い
て
、

機
関
紙
１
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員

通
信
員
5050
名
の
便
り
か
ら
抜

名
の
便
り
か
ら
抜

粋
し
ま
し
た
。

粋
し
ま
し
た
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
１３０１３０１３０１３０

◆
政
府
は
、
２
０
２
３
年
度
か

ら
５
年
間
の
防
衛
費
を
総
額

43
兆
円
程
度
に
す
る
こ
と
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
先
生

は
ど
う
受
け
止
め
ま
す
か
。

・
防
衛
費
の
増
額
は
仕
方
な
い

と
思
う
が
、
財
源
や
そ
の
ほ

か
の
部
分
を
ど
う
す
る
の
か

が
大
事
だ
と
思
う
。

（
他
４
名
）

・
北
朝
鮮
を
は
じ
め
、
世
界
の

驚
異
に
相
対
す
る
に
は
必
要

不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

（
他
４
名
）

・
防
衛
力
を
上
げ
る
の
は
外
敵

か
ら
の
自
分
た
ち
を
守
る
の

で
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な

い
と
思
う
が
、
優
先
す
べ
き

こ
と
が
他
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
物
価
高
の
中

で
消
費
を
増
や
す
経
済
政
策

や
少
子
化
に
対
し
て
、
国
を

挙
げ
て
真
剣
に
政
策
を
考
え

費
用
を
つ
ぎ
込
む
べ
き
だ
と

思
う
。

（
他
２
名
）

・
国
民
に
対
し
て
、
説
明
不

足
。

（
他
１
名
）

・
無
駄
を
減
ら
す
努
力
を
し
て

ほ
し
い
。

（
他
１
名
）

・
閣
議
決
定
で
日
本
の
防
衛
体

制
が
変
わ
る
こ
と
へ
不
安
を

感
じ
た
。

・
お
金
を
か
け
て
も
効
果
が
出

る
か
疑
問
に
思
う
。

・
医
療
費
の
充
実
が
蚊
帳
の

外
。

◆
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
先
生
が

や
り
た
い
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

・
旅
行
。

（
他
８
名
）

・
温
泉
に
行
き
た
い
で
す
。

・
友
人
と
会
食
し
た
い
。

（
他
１
名
）

・
今
ま
で
と
変
わ
り
な
し
。

・
学
会
へ
の
参
加
。

・
以
前
は
飲
み
会
が
楽
し
み
な

こ
と
だ
っ
た
が
、
最
近
は
そ

こ
ま
で
で
も
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
第
一
線
で
活
躍
で

き
る
時
間
も
限
ら
れ
て
き
て

い
る
の
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が

楽
し
め
る
よ
う
に
、
ま
ず
は

体
力
作
り
を
し
た
い
。

・
写
真
を
自
由
に
撮
り
に
行
き

た
い
で
す
。

・
す
っ
か
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
慣
れ
し
て

し
ま
い
、
な
か
な
か
コ
ロ
ナ

前
の
よ
う
に
な
る
に
は
、
難

し
い
気
が
し
ま
す
。

・
３
年
間
行
っ
て
い
な
い
映
画

館
で
の
映
画
鑑
賞
、
観
劇
、

文
化
系
講
演
会
。

◆
最
近
気
に
な
る
こ
と
を
。

・円
安
、物
価
高
。（
他
２
名
）

・
歯
科
材
料
の
値
上
げ
。

・
衛
生
士
を
募
集
し
て
も
応
募

が
な
い
こ
と
。

・
物
価
上
昇
と
人
件
費
増
加
。

・
電
気
代
、
ガ
ス
代
の
値
上
が

り
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
身
近

に
出
て
い
る
こ
と
。

・
や
っ
ぱ
り
、
コ
ロ
ナ
の
東
京

の
感
染
者
数
。
油
断
せ
ず
基

本
的
な
感
染
対
策
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

・
寒
さ
。

・
自
分
の
体
力
。

３３年ぶりに改訂された最新版「医院経営と雇用管理2022年ぶりに改訂された最新版「医院経営と雇用管理2022
年版」のご案内です。昨今、医療機関における労使トラ年版」のご案内です。昨今、医療機関における労使トラ
ブルが増加しており、労働に関するルールを正しく理解ブルが増加しており、労働に関するルールを正しく理解
していないために事態が悪化する事例も多く報告されてしていないために事態が悪化する事例も多く報告されて
います。 本書は、医療機関特有の労働環境も踏まえ、院います。 本書は、医療機関特有の労働環境も踏まえ、院
長・事務長に求められる労務管理の基礎知識を、労働基長・事務長に求められる労務管理の基礎知識を、労働基
準法のポイントを踏まえながら解説しました。準法のポイントを踏まえながら解説しました。

医療機関にも関係の深い「罰則付きの時間外労働の上医療機関にも関係の深い「罰則付きの時間外労働の上
限規定」「年次有給休暇限規定」「年次有給休暇５５日間の取得義務」、2021年日間の取得義務」、2021年４４月か月か
ら中小企業にも適用となった「パートタイム・有期雇用ら中小企業にも適用となった「パートタイム・有期雇用
労働法」について、日常の医院経営に利用しやすいよう、労働法」について、日常の医院経営に利用しやすいよう、
詳しい解説を加えました。社会保険の手続きや就業規則詳しい解説を加えました。社会保険の手続きや就業規則
のひな形なども掲載しており、実務に沿った内容も網羅のひな形なども掲載しており、実務に沿った内容も網羅
しています。しています。
会員会員１１人につき人につき１１冊無料冊無料でで送付送付しますので、労務管理にしますので、労務管理に
お困りの際にはぜひご活用ください。お困りの際にはぜひご活用ください。

ご希望の方は、右のＱＲコードからお申込みください。ご希望の方は、右のＱＲコードからお申込みください。
詳細は、経営管理部（☎03-3205-2999）まで。詳細は、経営管理部（☎03-3205-2999）まで。
※書籍の到着はお申込み後、1週間程度かかり※書籍の到着はお申込み後、1週間程度かかり
ますので予めご了承ください。ますので予めご了承ください。

１１
冊
無
料
配
布

冊
無
料
配
布

📔📔

東京歯科保険医協会では、
会員の先生向けに、「サン
リオピューロランド」「フ
ジヤマ倶楽部」「リソルの
森」など、各種優待サービ
スをご案内しております。
ご希望の方は、左のQRコ
ードよりアクセスし、必要
事項を明記の上、お申し込
みください。

会員優待
ご案内

（ 1 2）第６３５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）２月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

電話電話１１本本ですぐにですぐに対応対応
レセプト請求、返戻・原点の対応、患者とのトラブルなど

スピーディーなスピーディーな情報提供情報提供
最新のトピックスをデンタルブックでお届け
助成金、支援金の情報も素早く動画で配信

指導通知指導通知がが来来てもても安心安心
年間100件以上の相談実績
30年以上の歴史のある新規開業医向けの講習会

こうした悩みをお持ちの先生をサポートします。
お困りの先生をご紹介ください。

お問合せ先：☎03-3205-2999（組織部まで）

資料請求、入会に関する
お問合わせはWEBから
も可能です。

呉橋 美紀
（理事／大田区）

「
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19
」、
い
わ

ゆ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

蔓
延
し
て
か
ら
３
年
が
経
過
し

た
。
現
在
、
日
本
で
は
第
８
波

の
流
行
で
多
く
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
延
べ
６
万

人
以
上
の
死
亡
者
（
１
月
15
日

ある歯科医師のつぶやき

時
点
）
が
出
て
お
り
、
未
だ
収

束
の
見
え
る
状
況
で
は
な
い
。

こ
の
間
政
府
は
緊
急
事
態
宣

言
を
４
回
発
令
し
、
そ
の
最
後

を
２
０
２
１
年
９
月
末
に
解
除

し
て
以
降
は
、
発
令
し
て
い
な

い
。
こ
の
３
年
間
で
経
済
は
疲

弊
し
、
補
助
金
で
何
と
か
生
き

残
っ
た
企
業
は
こ
こ
に
き
て
倒

産
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
。
歯

科
医
療
界
に
お
い
て
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
。
初
期
の
頃
、
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
理
由

で
歯
科
診
療
所
へ
の
受
診
を
控

え
る
よ
う
に
と
の
噂
が
広
ま

り
、
受
診
抑
制
で
大
き
な
減
収

と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
医
科

の
診
療
所
で
も
同
様
の
状
況
と

い
う
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
う
ま
く
利
用
し
て

い
る
診
療
所
も
あ
る
。

歯
科
で
は
当
初
、
歯
科
医
療
以

外
の
注
射
は
で
き
な
か
っ
た
（
今

で
は
行
政
側
の
要
請
で
で
き
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
る
が
）。
私
の

知
人
に
よ
る
と
小
さ
な
歯
科
診
療

所
で
は
こ
の
コ
ロ
ナ
で
の
２
年
間

で
、
患
者
の
受
診
は
半
減
し
、
22

年
で
は
そ
こ
か
ら
２
割
減
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
回
復
の
兆
し
も

見
え
な
い
。

そ
の
上
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入

義
務
化
と
い
う
政
府
の
大
き
な

政
策
転
換
が
な
さ
れ
、
保
険
医

の
取
り
消
し
も
あ
り
得
る
療
養

担
当
規
則
ま
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
変
更
し
て
し
ま
っ
た
。

行
政
が
指
定
す
る
業
者
と
ネ
ッ

ト
回
線
を
契
約
し
て
い
な
い
、
い

わ
ゆ
る
ビ
ル
診
療
所
で
は
新
た
に

契
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
わ
る
補
助
金

で
は
全
く
カ
バ
ー
で
き
る
額
で
は

な
い
。
し
か
も
、
一
事
業
者
し
か

扱
っ
て
い
な
い
現
状
は
、
優
位
的

地
位
に
あ
た
り
、
独
占
禁
止
法
上

の
考
え
に
抵
触
し
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
の
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
機
器
も
足
り
な
い
と

の
説
明
が
業
者
か
ら
歯
科
医
師
に

行
わ
れ
て
い
る
。
導
入
が
で
き
な

い
医
療
機
関
の
実
態
に
目
を
向
け

る
こ
と
な
く
、
対
応
が
で
き
な
い

診
療
所
に
問
題
が
あ
る
か
の
よ
う

な
状
況
に
憤
り
を
覚
え
る
。

中
医
協
の
答
申
が
出
た
の
が

12
月
下
旬
で
、
そ
の
疑
問
点
を

厚
労
省
に
問
い
合
わ
せ
た

が
、
ま
だ
状
況
を
把
握
し
て
い

な
い
と
い
う
回
答
に
と
ど
め
て

い
る
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
は
昨
年
末
ま

で
と
、
時
間
的
に
無
理
が
あ

る
。
私
の
よ
う
に
後
継
者
も
な

く
、
ス
タ
ッ
フ
も
お
ら
ず
、
小

さ
な
診
療
所
に
は
余
裕
も
力
も

な
い
。
残
る
選
択
肢
は
、
消
え

ゆ
く
診
療
所
に
な
っ
て
し
ま
う

の
か
。
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